On the features of Dagur predicates by 山田, 洋平 et al.
博士学位論文（東京外国語大学） 
Doctoral Thesis (Tokyo University of Foreign Studies) 
 
 
氏   名 山田 洋平 
学位の種類 博士（学術） 
学位記番号 博甲第 290号 




Name Yamada Yohei 
Name of Degree Doctor of Philosophy (Humanities)  
Degree Number Ko-no. 290 
Date March 12, 2020 
Grantor Tokyo University of Foreign Studies, JAPAN 



























0.1. 本論文の目的                                                             1 
0.2. 本論文の意義                                                             2 
0.3. 本論文の構成                                                             3 
0.4. データ                                                                   4 
0.5. 謝辞                                                                     6 
 
本論 
第一部 ダグール語の概要                                                       7 
 
第一章 ダグール語とは                                                         8 
1.1. 類型論的特徴                                                           8 
1.2. 言語の社会的背景                                                        9 
 1.2.1. 言語の分布                                                           9 
 1.2.2. ダグール語研究史                                                     11 
 1.2.3. 「ダグール語」という言語名について                                   13 
1.3. 表記                                                                 14 
 1.3.1. 母音                                                                 14 
 1.3.2. 子音                                                                 18 
 1.3.3. 語の成り立ち                                                         22 
1.4. 形態的特徴                                                              34 
 1.4.1. 語類                                                                 34 
 1.4.2. 名詞類                                                               35 
 
第二章 動詞の形態的特徴                                                       45 
2.1. 動詞の形態の概要                                                        46 
2.2. 動詞接辞                                                                48 
 2.2.1. 後続要素による分類                                                   48 
 2.2.2. 「形動詞」                                                           52 
2.3. 派生接辞                                                                53 
2.3.1. 文法的な派生接辞                                                     53 
2.3.2. その他の派生接辞                                                     54 
  
2.4. 動詞前辞                                                                56 
 2.4.1. 概要                                                                 56 
 2.4.2. 音韻・形態的特徴                                                     57 
 2.4.3. 共起する動詞                                                         58 
 2.4.4. 意味的特徴                                                           60 
 
第二部 述部のさまざまな形式                                                   61 
 
第三章 述部の基本構造                                                         62 
 3.1. 述部とは                                                                63 
 3.2. 動詞述語の概要                                                          65 
  3.2.1. 動詞述語とは                                                         65 
  3.2.2. 補助動詞構造                                                         66 
3.3. 名詞類述語の概要                                                        76 
 3.3.1. 名詞類述語とは                                                       76 
 3.3.2. 名詞類述語のタイプ                                                   77 
3.4. 述語複合体                                                              80 
 3.4.1. 述語複合体とは                                                       80 
 3.4.2. 人魚構文                                                             82 
3.5. 否定                                                                    85 
 3.5.1. 否定の種類                                                           85 
 3.5.2. 二種類の否定の使い分け                                               89 
3.6. 存在と所有                                                              97 
 3.6.1. 概要                                                                 97 
 3.6.2. 動詞 aa_                                                              97 
 3.6.3. 存在を表す語 bei                                                      99 
 3.6.4. 接辞-tii                                                             100 
 3.6.5. その他の存在                                                        101 
 3.6.6. 存在表現の否定                                                      102 
 3.6.7. 存在表現の使い分け                                                  102 
3.7. まとめ                                                                 107 
 
第四章 節のタイプと述部                                                     109 
 4.1. 主節の述部                                                             109 
  4.1.1. 主節の特徴                                                          109 
  4.1.2. 述語人称                                                            116 
  
  4.1.3. 終助詞                                                              123 
4.2. 非主節の述部                                                           138 
 4.2.1. 非主節とは                                                          138 
 4.2.2. 等位接続                                                            142 
 4.2.3. 従位接続                                                            144 
 4.2.4. 連位接続                                                            146 
 
結論  
終章 ダグール語の述部形式                                                    149 
 
参考文献                                                                     150 
記号・略号一覧                                                               155 





表 0-1: 調査の概要                                                               4 
表 0-2: 使用したテキスト                                                         5 
表 1-1: ダグール語の母音体系 (第一位)                                           14 
表 1-2: ダグール語の母音体系 (第二位以降)                                       16 
表 1-3: ダグール語の基本子音体系                                                18 
表 1-4: ダグール語の口蓋化子音の体系                                            21 
表 1-5: ダグール語の円唇化子音の体系                                            21 
表 1-6: ダグール語の母音調和                                                    23 
表 1-7: ダグール語の「音節末」の子音連続                                        29 
表 1-8: ブトハ・ダグール語の人称代名詞と指示代名詞                              37 
表 1-9: 基本格                                                                  38 
表 1-10: 非基本格                                                               41 
表 1-11: 所属人称                                                               42 
表 1-12: 再帰                                                                   43 
表 2-1: 終助詞を付すことができる動詞接辞                                48, 110, 139 
表 2-2: 所属人称接辞を付すことができる動詞接辞                          50, 110, 139 
表 2-3: 何も付すことができない動詞接辞                                      51, 140 
表 3-1: 名詞類述語文の表し得る意味                                              77 
表 3-2: ダグール語の述語複合体の基本的な組み合わせ (動詞と名詞類による)         80 
表 3-3: 動詞述語の否定表現                                                      85 
表 3-4: 動詞 aa_ が伴う動詞の形式                                              97 
表 3-5: 存在表現 3 種類の使い分け                                               105 
表 4-1: 終助詞と述語人称を付すことが可能な動詞接辞                             111 
表 4-2: 終助詞を付すことができるが、述語人称を付すことができない動詞接辞       113 
表 4-3: ダグール語の述語人称                                                   117 
表 4-4: 非過去と述語人称                                                       118 
表 4-5: ダグール語の節連結                                                     142 
表 4-6: ダグール語における cojunct                                              146 







図 1-1: ダグール族の主な居住地                                                 10 
図 1-2: AA 型の異形態の取り方                                                   27 
図 1-3: ダグール語の 2 種類のアクセント                                          31 
図 2-1: 動詞の基本構造                                                       46, 53 
図 4-1: 「終助詞」の機能段階                                                   125 
図 4-2: ジンガン (2010) の終助詞を三つに再分割                                 126 





















① 典型的に節の述語を成す動詞という語類の、形態とその機能 (第二章) 
② 動詞とその他の要素によって織りなされる、述部の構造 (第三章) 
③ 文あるいは節という統語的な単位を考える土台となる、述部の機能 (第四章) 
 







































































 調査は 2009 年から 2017 年にかけて、中華人民共和国内の各地点で行った。 
 
表 0-1: 調査の概要 
調査協力者 調査日時 調査地点 内容 
 
方言 
DS 2009/01-2010/10 フフホト、D 氏の自宅 質問 
 
ハイラル 
N 2009/03-2009/07 フフホト、N 氏の自宅 質問 ハイラル 
O 2010/01-2015/08 フフホト、O 氏の自宅 質問、物語 
 
ハイラル 
S 2010/08 ハイラル、S 氏の自宅 質問、会話 ハイラル 
B 2015/08 モリダワ、飲食店 質問 ブトハ 
DX 2014/03-2015/08 チチハル、DX 氏の自宅 物語 チチハル 
Q 2014/03-2015/08 チチハル、DX 氏の自宅 物語 チチハル 
H 2014/03-2016/08 チチハル、H 氏の自宅 質問 チチハル 
E 2014/03-2017/03 チチハル、E 氏の自宅 質問、歌謡、物語 チチハル 
 
 質問とはこちらが挙げた短い例文をダグール語に訳してもらう形のものであり、その一












表 0-2: 使用したテキスト 
資料 備考 
朝克(1990) 例文 
塩谷 (1990) 例文 
恩和巴图 (编著) (1988)  例文 
恩和巴图、敖拉额尔很
巴雅尔 (编) (1988) 
物語、詩、例文等。教科書前半部全 30 課テキスト 
物語、詩等。教科書の後半部、資料読解編 
山田 (2011) 物語 
風間・山田 (2014) 例文 
山田 (2015b) 例文 
山田 (2016) 例文 
山田 (2017c) 例文 
山田 (2018) 物語 
 

















































辞のような要素もあるが (形容詞の重複 cf. 1.4.2.2.、動詞前辞 cf. 2.4.)、例外的なものであ
ると考えたい。いわゆる形容詞や副詞といった語類は形態的に名詞との境界が明確でない 
(cf. 1.4.2.)。一方、動詞は態や相を表す派生接辞や叙述・希求、節連結を担う様々な動詞接
























 ダグール語の主な使用者は、中華人民共和国 (以下、中国) の民族識別工作でダグール族
(达斡尔族) と呼ばれる人々である。ダグール族の人々は次ページ図 1-1 で示された中国東
北部内モンゴル自治区から黒竜江省を中心とする地域が主たる居住地域であり、その人口
は 2010 年に行われた国勢調査によると 13 万 1992 人である (国务院人口普查办公室，国家















によって 1956 年 12 月「ダグール語基礎方言」として認められ、標準音として制定された









































1.2.2.1. 20 世紀のもの 
栗林 (1989) によるとダグール語の研究は Поппе (1930) によって当該言語がモンゴル諸
語に帰属することが立証されたところに始まる。その後半世紀ほどの間に成された研究と
しては Poppe (1934-5)、Тодаева (1960 [1986])、Martin (1961)、Poppe (1964), Kałużński, St. (1969, 






仲 (编) (1982)、namcarai ba haserdeni (1983) に見られる文法概説や恩和巴图 (1983)、恩和
巴图等 (编) (1984) のような語彙集に始まり、論集『達斡尓族研究』において蒙和 (1987)
「ダグール歴史言語文学研究概况 (序に代えて)」を著したところから言語学を含む様々な
方面からの研究が盛んにおこなわれるようになった。この動きの中で、ダグール語の言語










ろう。これ以外には、チチハル・ダグール語の研究として胡和 (编) (1988) による語彙集や
乌珠尔 (1999, 2003) による総合的な文法記述がある。ハイラル・ダグール語の研究として
は津曲 (1985, 1986)、角道 (1987)、 塩谷 (1990) などがある。津曲 (1986) は語彙集であり、
津曲 (1985)、角道 (1987) は音韻論的な研究である。塩谷 (1990) は恩和巴图等 (编) (1985: 
3-46) の「日常会話翻訳」に付された漢語例文を利用し、ハイラル・ダグール語の資料を収
集したものである。开英 (编) (1985) は新疆・ダグール語の語彙集である。 
 
1.2.2.2. 今世紀の研究 
ardaǰab ba sečenkguu-a (2004) は中古モンゴル語文献である『元朝秘史』に見られるダグー
ル語語彙に関する研究である。 
孟 (编) (2007a, b) はダグール語で書かれた韻文のテキスト集である。次項で見るダグー
ル語の正書法を反映したまとまったテキストとしては唯一のものであろう。 
Yu et al. (2008) は新疆・ダグール語に関する初のまとまった文法記述である。 
ダグール語の使用実態等に関する社会言語学的調査としては、モリダワ・ダグール族自
治旗の言語使用実態について調査した丁 (主编) (2009) や、都市部におけるダグール族の民
族意識等について調査した娜仁其木格等 (2013) がある。 
この他、Khabtagaeva (2012), 大竹 (2013a, b, c), Тумурдэй & Цыбенов (2014) などがあり、










る記録があり、ダグール語の書記言語 (达呼尔文: ダフール文) と見做しうる。その後、書




尔图 (主编) 2007: 415-420)。第二次少数民族语文科学讨论会秘书处 (1958) に見られるよう
なロシア文字式のダグール語正書法は、教科書なども作成され黒竜江省で教育が試みられ










「ダウール」という呼称は、1.3.2.1. で見るような子音の実際の現れに揺れがあり、例 1-10 
















表記は「正書法」(恩和巴图 (1983) や恩和巴图等 (编) (1988) による表記) を参考にしてい
るが、その表記の方針については詳細に述べられていない。そこで表記の前提となる音声












 ダグール語の母音は、語の最初の位置 (第一位) に現れる場合に音韻論的に有意義な短長
の対立を成す。一方、それ以外の位置 (第二位以降) ではこうした短長の対立を失い、また








第一位の母音の直前には子音が最大 1 つ現れ、語頭に子音クラスタが生じることはない。 
 
表 1-1: ダグール語の母音体系 (第一位) 
基本母音 /a/ /e/ [ə] /i/ /o/ /u/  
長母音 /aa/ /ee/ [əː] /ii/ /oo/ /uu/ /ie/ [eː] 
二重母音 /ai/ /ei/  /oi/ /ui/  
/au/ /eu/     
 
基本母音としては /a, e, i, o, u/ という短母音 5 つを立てる。このそれぞれに対応する長母
音 /aa, ee, ii, oo, uu/ があり、この他に長母音しか現れない /ie/ [eː] がある。二重母音として
15 
 
は i で終わる /ai, ei, oi, ui/ の 4 つが、u で終わる /au, eu/ の 2 つがある。これらの体系を整




/a/ [ɑ]    am [ɑm] 口      hamer [xɑmə˘r] 鼻 
/e/ [ǝ]    em [əm] 薬      degii [dəɡiː] 鳥 
/i/ [i]    is [is] 九       nid [nid] 目 
/o/ [o]   oler [olŭr]  人々    nog [noɣ] 犬 
/u/ [u]   utem [utŭm] 焼き菓子 sus [sus] 竹 
 
/a, o/ は次の例 1-2 に見るように後続する口蓋化子音 (各例の i は直前の子音が口蓋化子
音であることを表している。1.3.2.2. にて後述) によって前寄りの [a~æ, o~œ] と発音されう
る (前舌化、ウムラウト)。母音の前舌化と後続子音の口蓋化の程度は話者によっても差異
があり、[amj]~[æm] などの揺れが認められる。この [æ, œ] を独立した音素とせず /a, o/ と
するのは、後続の子音を口蓋化子音であると見做せば [a, o] と対立しないと言えるからで
ある。口蓋化子音を認める根拠については 1.3.2.2. で述べる。 
 
(1-2) 母音の前舌化の例 
/a/ [æ]    ami [ɑmj]~[æm] 命   badi [bɑdj]~[bæd] 私たち 
/o/ [œ]    mori [morj]~[mœr] 馬 
 
 次の例 1-3 は、5 つの基本母音に対応する長母音の現れる語の例である。/aa, oo/ につい
ては短母音 /a, o/ と同様に口蓋化子音の直前で実現する音声に揺れがある。 
 
(1-3) 長母音の例 
/aa/ [ɑː]   aan [ɑːŋ] 彼ら     taaw [tɑːw] 五 
   [a͜æ]  gaadigi [ɡa͜ædɡj]~[ɡɑːdjɡj] 外の 
/ee/ [ǝː]   eemeg [ǝːmə˘ɡ] 耳飾り meemee [mǝːmǝː] 母 
/ii/ [iː]   iis [iːs] 石鹸      ǰiiren [ʤiːrə˘ŋ] 広大な 
/oo/ [oː]  ooš [oːɕ] 飲みもの   hoon [xoːŋ]  年 
   [o͜œ]  kooli [ko͜œl]~[koːlj] 法律 
/uu/ [uː]  uul [uːl] 冬      huu [xuː] 人 
 
 表 1-1 の母音体系を観察すると /ie/ [eː] は対応する短母音を有さない点で他の長母音と




(1.3.3.2. にて詳述) などから、長母音の一つであると見る。 
/ie/ には /s, w/ 以外の子音が必ず先行するという性質が観察されるが、これも他の母音音
素と異なる特徴である。/s, w/ は口蓋化子音との対立がない子音であることから、/s, w/ 以
外の子音の口蓋化子音との対立が母音 [ǝː] [eː] の対立に反映している可能性もある。しか
し次の例 1-4 にみるように口蓋化子音との対立の無い /č, ǰ, š, y/ の後ろでも [ǝː] と [eː] の
対立が観察されることから、ここでは独立した音素とみる。 
 
(1-4) /ie/ の例 
/ie/ [eː]   dierwen [deːrwə˘ŋ] とても多い   cf. deer [dəːr] 上 
čie [ʧeː] 茶          cf. čeel [ʧəːl] 禁忌 
       yierii [jeːriː] 饒舌である    cf. yee [jəː] ～か (疑問を表す) 
 
二重母音としては下降の /ai, ei, oi, ui; au, eu/ が立てられる。例 1-5 に語例を示す。 
 
(1-5) 二重母音の例 
/ai/ [ɑ͜i]  aiš [ɑ͜iɕ] 利益     bait [bɑ͜it] 事 
/oi/ [o͜i]   oiroon [o͜iroːŋ] 近い  noiten [no͜itə˘ŋ]  濡れた 
/ei/ [ǝ͜i~e͜i] eimer [ǝ͜imə˘r] こうして weil [wǝ͜il] 仕事 
/ui/ [u͜i~y͜i]            kuiten [ku͜itə˘ŋ] 寒い   
/au/ [ɑ͜o~ɔː] aul [ɑ͜ol] 山      dau [dɑ͜o] 歌 




母音によって現れうる母音が制限される母音調和という現象 (1.3.3.1. で詳述) が観察され
る。第二位以降に現れうる母音を表 1-2 に示す。 
 
表 1-2: ダグール語の母音体系 (第二位以降) 
系列 a 系列 e 系列 i 系列 o 系列 u 系列 ie 系列 
長母音 aa ee ii oo uu ie 
二重母音  ei     
 
語の第二位以降では母音の長短が失われ、長母音のみ現れる。これを短母音でなく長母
音であると見るのは、[əː] と [eː] の対立があることや、ピッチアクセントの位置の同定に
17 
 




/aa/ [ɑː]  ǰigaa [ʤiɡɑː] お金 
  /ee/ [ǝː]  gurees [ɡurǝːs] 獣 
  /ii/ [iː]   dalii [daliː] 海 
  /oo/ [oː]  niroo [niroː] 背骨 
  /uu/ [uː]  deluu [dəluː] 脾臓 
  /ie/ [eː]   orie [oreː] 夜 
 
 第二位以降ではこの他に二重母音的な響きの /ei/ が現れる (1-7)。直前の母音により 
[ɑ͜i~o͜i~ǝ͜i~u͜i] のような音声で現れるが、これらは語の対立には関与しないため、音素として
は /ei/ でまとめる。 
 
(1-7) 第二位以降の二重母音 
/ei/ [ǝ͜i]   uwei [uwǝ͜i~u.ǝ͜i] 無い 
 
このように第二位以降では対立する母音音素が限られるが、表記上は次の点に注意され
たい。本論文における表記上は、第二位以降にも短母音のように見える e, i, u および二重母








立場 (胡和 (编) (1988) や乌珠尔 (2003)) もあれば、全ての子音が音節を成し母音を有する
とする立場 (Martin (1961)) などがある。恩和巴图 (1983) は実際の音声的実現を重視してい
ると見られる。 
本論文ではこうした短母音的な音声的実現が出現しうる箇所を母音記号で示す点で恩和
巴图 (1983) に倣うが、ここに音韻的対立は無いものとして、基本的に /e/ を記号として用
いて示す (1-8)。 




(1-8)  hareb  [xɑrə˘b] 十 
tenger  [tǝŋɡə˘r] 天 
     tiimer  [tiːmə˘r] そのように 
    bolsen  [bolsŭŋ] なりました  (bol-sen  {to.become-PERF}) 
    uder   [udŭr] 日 







以下では 1.3.2.1. 基本子音と 1.3.2.2. 口蓋化子音と円唇化子音に分けて概略を述べる。 
 
1.3.2.1. 基本子音 
 ダグール語の基本子音は次の表 1-3 の通りである。 
 
表 1-3: ダグール語の基本子音体系 
 唇音 歯茎音 後部歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 
破裂音 
p t č [ʧ]  k 
b [b~β] d ǰ [ʤ]  g [ɡ~ɣ] 
摩擦音 f [ϕ] s š [ɕ]  h [x] 
鼻音 m n, n’   n [ŋ] 
側面音  l    
はじき音  r    
接近音 w  
 
y [j]  
 
 破裂音 (破擦音を含む)、摩擦音としては /p, t, č, k; b, d, ǰ, g; f, s, š, h/ がある。/p, t, č, k/ と 
/b, d, ǰ, g/ は無声有気と有声無気の対立であるが、ここでは単に無声・有声と呼び、有気音










/p/ [p]   poolie [poːleː] ホッケー  sarp [sɑrp] 箸 
  /t/ [t]   temee [təməː] 駱駝    ant [ɑnt] 味 
  /č/ [ʧ]   čaaǰ [ʧɑːʤ] 明後日    kaič [kɑ͜iʧ] 鋏 
  /k/ [k]   kuli [kulj] 足      nek [nek] 一 
 
 /p/ という音素はおそらくダグール語とモンゴル語の共通祖語に立てられないものであ
る。恩和巴图等 (编) (1984) の語彙集には /p/ で始まる語例が多数収録されているが、その





/b/ [b~β]  beri [bərj] 妻      dureb [durŭβ] 四 
  /d/ [d]   deer [dəːr] 上      mood [moːd] 木 
  /ǰ/ [ʤ]   ǰak [ʤɑk] もの     sukenǰ [sukŭnʤ] 手斧 
  /g/ [ɡ~ɣ]  geri [ɡərj] 家      gag [ɡɑɣ] 豚 
                   daguur [dɑɣuːr~ dɑwuːr ~ dɑ.uːr] ダグール 
 
 /b/ と /g/ は語末において摩擦音化しそれぞれ [β] [ɣ] となる。/g/ はさらに語中で /uu/ 
が後続する場合に、[w] となるあるいは脱落し母音連続のようになることもある (cf. 1.2.3.)。 
 摩擦音は次の例 1-11 の通り。/f/ は借用語にのみ現れ、また語としても /p/ との交替がよ




/f/ [ϕ~p]  fond [fond] 時間     deuf [dəuϕ] 豆腐 
/s/ [s]   sasgen [sɑsɡə˘ŋ] 煮物   ǰaus [ʤɑ͜us] 魚 
  /š/ [ɕ]   šowoo [ɕowoː] 鷹    udeš [udĭɕ] 昨日 
  /h/ [x]   hoo [xoː] 全て      hahraa [xɑxrɑː] 鶏 (ハイラル) 
                   cf. hakraa [xɑkrɑː] 鶏 (チチハル) 
  
鼻音としては /m, n, n’/ を立てる。語例は次の例 1-12 の通り。/m/ [m] 以外の鼻音は、[n] 
[ŋ] が現れる。語中では /k, g/ の直前で [ŋ]、それ以外で [n] になるという相補分布を成し、
語頭では一律 [n] が現れる。語末では [n] [ŋ] が対立を成す。ここでは語頭の [n]、語中の 
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/m/ [m]  meis [mə͜is] 氷     kimč [kimʧ] 爪 
  /n/ [n~ŋ]  naǰer [naʤĭr] 夏    saten [satə˘ŋ] 砂糖  /n’/ [n]  en’ [ən]  これ 
 
語末の /n/ と /n’/ は、普通は直後に母音始まりの接尾辞が付いた場合に /n/ に合流する。
しかし漢語の韻尾 ng に由来する [ŋ] が語末に現れる借用語は、母音始まりの形態素が後続
した場合に子音 /g/ が挿入される (例 1-13 二重下線部)。 
 
(1-13)  -ii ～の / ～を (属対格接辞、下線部) を付した場合 
  [n]     haan’ [xɑːnə˘] どこ   haanii [xɑːniː] どこの 
  [ŋ]    haan [xɑːŋ] 王     haanii [xɑːniː] 王の 
  [ŋ]<ng   beeǰen [bǝːʥĭŋ] 北京  beeǰengii [bǝːʥĭŋɡiː] 北京の 
cf. 北京 běijīng (漢語) 
 




/r/ [r]                širee [ɕirəː] 机 
  /l/ [l]   larč [lɑrʧ] 葉       bulk [bulk] 鏡 
/w/ [w]   warkel [wɑrkə˘l] 衣服    nuwaa [nuwɑː] 野菜 














表 1-4: ダグール語の口蓋化子音の体系 
口蓋化子音 
破裂音 
pi ti - ki 
bi di - gi 
摩擦音  - - hi 
鼻音 mi ni   
側面音  li   
はじき音  ri   
表 1-5: ダグール語の円唇化子音の体系 
円唇化子音 
破裂音 
pu tu ču ku 
bu du ǰu gu 
摩擦音  su šu hu 
鼻音 mu nu   
側面音  lu   




位において i, u が単独で現れる場合、または ui が現れる場合は母音を表記したものと解釈
する。ii, ie, uu という表記は第一位においても第二位においても長母音を表記するものであ
る。他方、ia, io, iu, ua, ue, uo のような表記は母音連続や二重母音であると解釈されず、口
蓋化子音・円唇化子音に母音が続いたものであると解釈できる。口蓋化子音・円唇化子音
に長母音や二重母音が続く uaa, uai なども少数ながら存在する。第二位以降で円唇化子音
の後ろに二重母音 ei が現れる場合は ui と表記される。 
ni, nu は語末にあっても [ŋj, ŋw] とならず、[nj, nw] である。従って基本子音にある n’ と
対立する口蓋化子音・円唇化子音は無い。円唇化子音の gu は、[wu~w] とも聞こえ得る。 
口蓋化子音と円唇化子音は、母音の前と語末においてのみ基本子音と弁別される。本論
文での表記では母音の前と形態素末においてのみ口蓋化子音と円唇化子音が現れる。 










kiand [kjɑnd] 安い 
heki [xǝkj] 頭 
   bialden [bjɑldə˘ŋ] 禿げた 
   giaa [ɡjɑː] 街 
   hiatloobei [xjɑtloːbə˘i] 壊す 
   miag [mjɑɣ] 肉 
   niaken [njɑkə˘ŋ] 漢民族 
   suni [sunj] 夜 
   gali [ɡɑlj] 火 
   gari [ɡɑrj] 手 
    
 円唇化子音の例は用例が少ない (例 1-16)。 
 
(1-16) tuald [twɑld] ために 
   duar  [dwɑr] 下 
   ǰuebei [ʤwǝbǝi] 二月 
   guareb  [ɡwɑrə˘b] 三 
   sual [swɑl] 筏 
   huar  [xwɑr] 雨 














音 /a, o/ と女性母音 /e/ というグループに分類され、またそのどちらとも共起可能な中性
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(1-17) 男性母音のみ  kataa  塩 (ブトハ) 
           gočoor  靴 
           adoo  家畜の群れ (ブトハ) 
   女性母音のみ  emee  母 
   中性母音のみ  guuruul 知恵 
           hilieb  パン (ハイラル) 
           muklien  口琴 
   男性＋中性   haluun  熱い 
   女性＋中性   seruun  涼しい 
   中性＋男性   tuwaa  鍋 
   中性＋女性   guskee  狼 
 
なお、植田 (2019: 182) はモンゴル語の母音調和を「咽頭性の調和」と見なしている。ダ
グール語の母音調和についてはさらなる調査・分析を要するが、モンゴル語における母音
調和に近いものとして同様の解釈が可能かもしれない。 
第一位の母音と、その他の位置に現れうる母音の関係は次の表 1-6 の通りである。表左 1
列目は母音のグループを、2 列目は系列を表している。例えば a 系列では第一位に現れるの
が短母音 a でも aa, ai, au でもありうる。黒い部分が組み合わせ不可能であることを示す。 
 
表 1-6: ダグール語の母音調和 
     後続母音 
第一位 
男性 中性 女性 
aa oo uu ii ie ei ee 
男性 
a aa, ai, au        
o oo, oi        
中性 
u uu, ui        
i ii        
 ie        
女性 e ee, ei, eu        
(筆者作成。仲 (2007)、津曲 (1985) も参照) 
 
 中性母音が多く、可能な組み合わせの幅が広いため、母音調和による出現母音の制限が
弱く見える。これは中性の後続母音がおそらく本来 /ii, ei/ のみであったところ、男性母音
24 
 
由来の形式と女性母音由来の形式が合流することによって成立した /uu, ie/ が加わって現
在の中性母音のグループを成したためであると考えられる。 
 ハルハ・モンゴル語などにおいては、円唇母音 o, ö の後には円唇母音しか続かないとい
う前進的円唇化の現象がある (o, ö の後に u, ü は出現可能であり、その後にはその他の母音
も出現しうる)。ダグール語には、接辞の取る異形態に o系列をも有することから (1.3.3.2. 参
照)、こうした前進的円唇化を部分的に有する可能性もあると見られる。しかし、厳格な制
限ではないようである。例えば最初の母音に o が現れ、そのすぐ次に子音 1 つを介して aa
が後続する例も津曲 (1986) から 2 例見られた (1-18)。 
 
(1-18)  gotaa「三番目」         (恩和巴图 (1983)では  gutaar 
togaa「鍋」   津曲 (1986)                tuwaa)        
 
 恩和巴图 (1983) と分析が違うことから、単に解釈の方針の異なりからくるものである可
能性も否めない。祖語において最初の母音が o である場合、ダグール語ではこれが wa, ua
として現れることが多いため、第一位に o が現れる語例は少ない。また第一位に o が現れ、





をとるものがある。恩和巴图 (编著) (1988) における記述をまとめると、aa, ee, oo, ie とい





AA 型の異形態を有する接辞について、本論文で代表形を示す場合は AA という表記を











けない。以下、①～⑤の番号は図 1-2 の分岐点を示す。 
①母音始まりで、語幹末尾が口蓋化子音であれば現れる形態は ie になる。この場合、語
末子音の口蓋化を表す i と重ねて iie のように表記することはせず、口蓋化を表す i を落
として ie を加えるという形をとる。分析上は、口蓋化子音の後ろに ee が現れると ie と
して実現するものと見る。 
 
(1-19) -AAs {-ABL}                 
   語幹末尾が口蓋化子音 ami {life} > amies 
   上記以外       am {mouth} > amaas 
   ※子音始まりの接辞であれば語末の口蓋化子音の有無による対立はない。 
   -dAA {-DIR}                 
   語幹末尾が口蓋化子音 ami {life} > amidaa 
   上記以外       am {mouth} > amdaa 
 
②母音始まりで、語幹末尾が円唇化子音であるとき、現れる形態は語幹の母音が o 系列
のみから成るならば oo、その他の母音を含むならば ee となる。 
 
(1-20) -AAs {-ABL} 
  o 系列＋円唇化子音   nogu {dog} > noguoos 
  その他＋円唇化子音  čaaǰku {bowl} > čaaǰkueer 
keku {child} > kekuees 
※子音始まりの接辞であれば語末の口蓋化子音の有無による対立はない。 
  -dAA {-DIR}    
  o 系列＋円唇化子音   nogu {dog} > nogudaa 
  その他＋円唇化子音  čaaǰku {bowl} > čaaǰkudaa 
keku {child} > kekudee 
 
③母音始まりで、語幹末尾が母音であるとき、母音の連続を避けるために子音が挿入さ
れる。このとき、語幹が動詞語幹であれば g が、名詞類であれば y が現れる。語幹が男
性母音のみから成るならば gaa, yaa、女性母音や中性母音からなるならば gee, yee となる







(1-21)  -AAs {-ABL} 名詞の後ろの母音始まり形態素 
edee {now} > edeeyees   
ačaa {uncle} > ačaayaas 
-AAs {-COND} 動詞の後ろの母音始まり形態素 
ee_ {to.stop} > eegees    
aa_ {to.be} > aagaas 
   ※子音始まりならば挿入子音は現れない。 
④語幹の最後の母音が oo である場合、AA の異形態としては oo が現れる。しかしこれ
は子音始まりの場合には阻害されやすく、oo になったり、ならなかったり (aa, ee になる) 
揺れがある。また上述の挿入子音 g, y が挿入される場合に oo が現れることはない。 
 
(1-22)  -AAs {-COND} 
最後の母音が o    bol_ {to.become} > boloos 
上記以外       gar_ {to.go.out} > garaas 
           uk_ {to.give} > ukees 
※子音始まりの接辞では oo になることはない。 
-gAAnie {-FUT.IMP.2SG} 
最後の母音が o     bol_ {to.become} > bolgaanie 
上記以外       gar_ {to.go.out} > gargaanie 
              uk_ {to.give} > ukgeenie 
 
⑤その他の条件下で AA は母音調和の原則に従い、語幹の母音が男性母音のみから成っ
ていれば aa に、女性母音または中性母音から成っていれば ee が選択される。 
























    
  語幹末尾が 







        ③母音 ⇒ 語幹が   







       
  最後の母音が ④o 系列 ⇒ oo   
















図 1-2: AA 型の異形態の取り方 
 
③に関して、先行する語幹が母音で終わるとき、先行する語幹が動詞語幹ならば gaa, gee、
名詞類ならば yaa, yee という具合に、母音の連続を避ける挿入子音が現れる。挿入子音が現
れると、子音始まりの接辞と同様に oo が現れることはなくなる (1-21)。品詞により異なる
形態的特徴を見せるというのは興味深く、モンゴル語などにもみられない現象である。 
④に関して、筆者が bolgaa_「ならせる(＜bol_ {to.become} + -gAA {使役})」という形で採
集した形式が、塩谷 (1990) の中では bolgoo_「ならせる」と記述されている。上記のルー
ルにしたがえば bolgaa_が期待されるが、子音始まりの AA についてはこうした揺れも見ら
れる。 
 この他に、AA 型に似た異形態の現れ方として、母音が oo, ee で交替する動詞接辞 
-guOOtOOr や動詞派生接辞 -lOO_ がある。これは OO 型と言うべき型であるが、子音始ま
りであることから語幹末尾の影響を受けず、語幹が男性母音ならば -guootoor, -loo_、女性




恩和巴图 (编著) (1988) は II 型とも言うべき異形態のパターンとして、代表形 II を含む




他の環境で [iː] となることを反映し、表記上の問題として II は母音の後ろで yii、口蓋化子
音・円唇化子音の後ろで i、その他の環境で ii となるというものである。口蓋化子音・円
唇化子音の後ろに II が現れると表記上は記号 i, u + II の異形態 i で ii, ui という文字列が
現れるが、ここで現れる ii, ui はいずれも母音であると解釈し直す。口蓋化子音の後ろに II 
が現れると、基本子音の後ろに II が現れた場合と表記が合流することになるが、これは実
際の音声も合流することを反映する (正書法では基本子音と口蓋化子音とで後ろに II が
来た場合とで表記を区別するが、音声実態には必ずしも区別されない)。円唇化子音の後ろ
では [u͜i] という音声実現を反映した ui という表記になるが、二重母音 ei の異音であると
見て独立した音素は立てない。なお、uii (円唇化子音+長母音 ii) という音素の配列は現れな
い。 
母音の変化を伴うものの他に子音変化を伴うものもありうる。先行する動詞語幹末尾の










である。胡和 (编) (1988)のように、こうした短母音を一切表記しない立場や、逆に Martin 
(1961) のように全ての子音の後に母音があることを想定した表記もある (1-23)。 
 
(1-23) 胡和 (编) (1988)  Martin (1961)  津曲 (1986)   意味 
   udr        udurə     uduru     日 











表 1-7: ダグール語の「音節末」の子音連続 
前部  
後部 p t d s č ǰ š k 
b  bt bd bs bč  bš bk 
m mp mt md ms mč mǰ mš mk 
n  nt nd ns nč nǰ nš nk 
l lp lt ld ls lč lǰ lš lk 
r rp rt rd rs rč rǰ rš rk 
g  gt gd gs gč gǰ gš  
(恩和巴图 (编著) 1988: 141 より、一部改定。接辞-d を伴う子音連続のうち nd, ld, rd な
どは子音の調音法に関して順行同化が起こり、nn’, ll, rr のように実現することもある。) 
 
これは即ち、曖昧母音の出現位置に関する規則であると読み替えることができる。つま
り「音節末」に現れうる子音連続のうち、前部 (表の b, m, n, l, r, g) は常に直前に母音を伴
う子音であり、後部 (表の p, t, d, s, č, ǰ, š, k) は母音を伴わなくてもよい子音である。この表
にある子音連続の間には、曖昧母音が聞かれることはない。 
基底において第一位以外には短母音が無いとすれば、alt「金」, udš「夜」, uwld「冬」, tačk
「学校」, tačkd「学校に」のような形が基底にあると考えられる。これらが実現する際には、
聞こえにくい子音連続に母音が挿入されるのである (1-24)。alt という語を後ろから見た際
に、t は先行する子音が表 1-7 で前に来る子音であるので、直前に母音は挿入されない。他
方、udš は語末の dš が表 1-7 に無い組み合わせであるので、š の前に曖昧母音を挿入する。
uwld は、ld が表 1-7 で認められる組み合わせであるので曖昧母音の挿入は不要だが、wl と
いう子音連続は認められず、母音が挿入され uweld となる、と考えられる。 
 
(1-24) alt   金 
egč   姉 
sebd   先生に (seb-d {teacher-DAT}) 
udeš   昨日 
uweld  冬に (uwel-d {winter-DAT}) 
taček  学校 
tačked  学校に (taček-d {school-DAT}) 
 
表 1-7 には不足も見られ、例えば sd の連続には母音が入らないようである (1-25)。 
 











 (津曲 1985) 
 
 ここではこれに倣い、モーラという単位に着目したい。モーラとは音の長さに基づく分
節単位である。子音を C、短母音を V、重母音を VV として次の 1-26 のようなものを 1 モ
ーラとする。 
 
(1-26)  第一位の CV または #V (語頭の V) 






津曲 (1985) は語を成しうる最短の形式は 2 モーラであると指摘している。次の例 1-27
では先の 1-26 の基準に従ってモーラの切れ目に . (コンマ) を入れて示す。 
 
(1-27) a.  hal  氏姓 CV.C 
     ut   蛆  V.C 
   b.  bii  私  CV.V 
     oi   林  V.V 
 










(1-28) gag mag    豚とか何か < gag {pig} 
   aul maul    山とか何か < aul {mountain} 
os mas     水とか何か < os {water} 
širee maraa   机とか何か < širee {desk} 
   gurees maraas  獣とか何か < gurees {animal} 
(恩和巴图 (编著) 1988: 179、和訳は筆者による) 
 
 gag 豚、aul 山 の例を見る限り、重複部分は語頭子音が m に代わる、あるいは語頭に m
を加えるだけのように見えるが、第一位の母音が a の系列でない例では母音にも変化が起き
ていることがわかる。そこでダグール語のエコーワードの形成は次のように一般化できる。
「ダグール語のエコーワードは、重複要素の第一モーラを ma に置き換える。」 
CVC などの音素配列を含む音節を基準にこれを説明しようとすると、「閉音節では音節末
子音を除き ma に置き換える」という説明を加える必要が生じ、一手間多くなってしまう。 
 
1.3.3.5. アクセント 










あるとすれば済む」というまとめが正確であろう。図式化すると次の図 1-3 のようになる。 
 
5 モーラの語の場合 (●は強めを、￢は高めを表す) 
●○○○○ 
図 1-3: ダグール語の 2 種類のアクセント 
 
例えば hineedel「笑い」という語をモーラに分けると hi.n.ee.d.l. の 5 モーラになるが、図
1-3 に当てはめれば語頭の hi. に強めが置かれ、後ろから 2 番目の d. が高めになることがわ
かる。例を 1-29 に示す。以下の例では高さアクセント位置に下線を付す。 
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(1-29) oi   林  o.i    VV 
ami  命  a.mi    VC  
ilgaa 花  i.l.g.aa   VCCVV 
   uder  日  u.d.r   VCVC 
   aadel 生活 a.a.d.l   VVCVC 
 
津曲 (1985) はモーラを主モーラと副モーラに分け、副モーラには高さの山が来ないとし
ている。主モーラとは #CV と #V (語頭の V)、副モーラとは V の後の V または C である
という。これを例 1-26 に当てはめると次の 1-30 のようになるであろう。 
 
(1-30)  主モーラと副モーラ (1-26 を再編) 
第一位の #CV または #V               …主モーラ 
第一位の V の後の V (長母音・二重母音の 2 拍目)  副モーラ 
第二位以降の長母音・二重母音 
語頭以外の C (子音連続 (表 1-17) の前部、語末) 
        (上記以外)            …主モーラ 
 




(1-31) mood 木    mo.o.d   CVVC 
taaw  五    ta.a.w   CVVC 
daguur ダグール  da.g.uu.r  CVCVVC 
ilaan 光    i.l.aa.n   VCVVC 
 




見たい。次の例 1-32 のように、高さの山が後ろから 2 番目の位置から前に移動する例もあ









(1-32) ant  味   a.n.t   VCC 
   aul  山   a.u.l   VVC 
   ort  長い  o.r.t   VCC 
huls  汗   hu.l.s  CVCC 
aarč  チーズ a.a.r.č  VVCC 
   bait  事   ba.i.t  CVVC 
weil  仕事  we.i.l  CVVC 
 
 ミニマルペアを成すような類似例は見出せないが、比較的似た環境にあって高めの位置






















動詞語幹を示す場合には語幹末尾に _ を付して示す。 
 
(1-33) 動詞 
動詞語幹_  -動詞接辞  >   動詞 
yab_ 行く  -sen {-PERF}    yabsen 行った 
oo_ 飲む  -ø {-IMP}      oo 飲め 
















も形容詞的にも用いられず、「形容詞」を修飾する程度副詞 (e.g. aidug「とても」) や、動












tur-sen      vs.  tursen 
to.be.born-PERF     (tur_-sen) 


































所有の関係を示す接辞である。1.4.2.3. では格接辞について、その次の項では 1.4.2.4. 所属
接辞について整理する。これらを総称して本論文では名詞接辞と呼ぶ。 
その他、典型的な名詞カテゴリとしては数の範疇もある。ダグール語で複数を表す要素























表 1-8: ブトハ・ダグール語の人称代名詞と指示代名詞の語幹 
 一人称 二人称 三人称 指示代名詞 
単数 複数 単数 複数 単数 複数 複数 近称 遠称 
除外 包括 近称 遠称 
主格 bii baa badi šii taa in aan ed ted en’ ter 















非基本格 en’ ter 












(1-35) čigaan「白い」  → čib čigaan「真っ白い」   塩谷 (1991: 53, 67) より 
   čigaan        čib を元の語の前に付す 
   ↓              ↑ 
   či第一モーラを取りだす→ b を付す 














の表 1-9 に基本格接辞を示す。表中に示した意味は概略的なものである。 
 
表 1-9: 基本格 
形式 意味 グロス上の表記 備考 
-II 属格「～の」 -GEN / -GA  
-II 対格「～を」 -ACC / -GA いわゆる定対格 
-d 与位格「～に、で」 -DAT  
-AAr 具格「～で」 -INS / -AI ブトハ・ダグール語では両形式が融合、
-AAr が頻繁に用いられる -AAs 奪格「～から」 -ABL / -AI 
-tii 共同格「～と」 -COM  







(1-36) oler mais sus am tariǰ bas ades teǰeeǰaawei 
   oler   mais  sus   am  tari-ǰ    bas ades    teǰee-ǰ+aa-wei 
   people  wheat bamboo grain to.plow-SIM  also livestock  to.feed-SIM+to.be-NPST 
   「人々は小麦やトウモロコシ (sus am) を栽培し、また家畜を飼っています」 
(塩谷 1990: 71) 
 
この例 1-36 では名詞類の語に接辞が一切ついていないが、述語動詞 tari_「栽培する」、



















 二つの名詞句の所有・所属の関係を表す -II「～の」属格と、目的語項を表す -II「～を」
対格は、接辞の形式上区別が無いため、基本的に区別せず属対格と呼び、GA (= Genitive 
Accusative) というグロスを付す。しかし、一部の人称代名詞においてはその語幹が異形態
を取ることによって区別され得る。このため区別しうる場合には GEN, ACC のグロスを使い
分ける。次の例では、2 つ現れる -II に下線を引いた。 
 
(1-37) šii en’ guarben ǰuilii dangaas nek ǰuilii yalgeǰ awgaanie. 
   šii  en’ guarben ǰuil-ii  dang-aas   nek ǰuil-ii  yalg-ǰ     
  2SG  this three  kind-GA cigarette-ABL one kind-GA to.select-SIM 
  aw-gaanie 
to.take-FUT.IMP.2SG 
   「この三種類の煙草から一種類選んで取ってください」(塩谷 1990: 64) 
 
例 1-37 では 2 箇所に-II (-GA)が用いられているが、文意から「～の」であるか「～を」で
あるか日常の言語使用において区別できなくなることはない。典型的には「～の」属格の
名詞句は直後の他の名詞句を修飾するものであるため、文中 2つめの ǰuil-ii は動詞述語 yalg_
「選ぶ」があることで属格ではなく対格であると解釈できる。一方、1 つめの ǰuil-ii は文中
にすでに対格形の目的語項があることから、dang「煙草」を修飾する属格であると解釈でき
る。 










 -d は「～に (与える)」という受益者を表す与格と、「～に (いる)／～で (する)」という
存在する場所や動作を行う場所を表す位格の両方の機能を持つことから与位格 (Dative 
Locative, 本論文では単に Dative の略号 DAT を用いる) と呼ばれる格である。 







が使用されていることから、両者は別の格として認めるのが妥当である (恩和巴图 (编著) 
1988: 202)。通時的にも、ブトハ・ダグール語においてのみ両形式が合流したと考えるべき
ものである。両形式の区別がつかないブトハ・ダグール語の例を示す場合にはこの合流形
式を奪具格と呼び、 AI (Ablative Instrumental) というグロスを振る。 
 
◆共同格 





















表 1-10: 非基本格 
形式 意味 グロス上の表記 備考 
-čAAr 程度格「～まで」  チチハル・ダグール語では-čAA 




-AAkel   
-AAtAAr 由来格  ブトハ・ダグール語では-AAtAAs 
-dAA 方向格 -DIR 稀に-dAAyAA も 









例 1-38 のように所属や所有を示すものである。該当の接辞に下線を付す。 
 
(1-38) baawaameni gertee bei, meemeemeni bas gertee bei. 
   baawaa-meni geri-d-ee    bei  meemee-meni bas  geri-d-ee    bei 
   father-1SG  house-DAT-REFL EXIS  mother-1SG  also  house-DAT-REFL EXIS 
   「私の父は家にいて、私の母も家にいます」(塩谷 1990: 53) 
 
 baawaa「父」、meemee「母」に付された 1 人称単数の所属人称接辞 -meni「私の」は、そ
の所属や所有の関係を示し、ちょうど 1 人称単数の人称代名詞属格形 minii「私の」と似た
所有の意味を表す。この例のように、ここでは人称代名詞属格形が使用されていない一方













表 1-11: 所属人称 
形式 意味 グロス上の表記 備考 
-meni 1 人称単数 -1SG  
-maani 1 人称複数除外 -1PL.EXCL -meni もあるという 
-naani ~ 
-mnaani 
1 人称複数包括 -1PL.INCL  
-šeni 2 人称単数 -2SG  
-taani 2 人称複数 -2PL -teni もあるという 
-IIni~-ni 3 人称単数 -3SG 3 人称複数にも使用可能 
-IInaani 3 人称複数 -3PL -IIneni もあるという 







(1-39) en’ biteg yee? - bišen, terini bens ee. terini minii bens ee. 
  en’ biteg=yee 
  this book=Q 
  bišen, ter-ini   bens    ter-ini  minii    bens 
  NEG  that-3SG  notebook  that-3SG 1SG.GEN  notebook 
  「これは本ですか」「いいえ、それはノートですよ。それは私のノートです」     






恩和巴图 (编著) (1988: 224-227) によれば再帰の形式は属格を除けばどの格接辞のあとに
も現れうる。格接辞が付されずに再帰接辞が付された場合、属対格＋再帰 であるとみなさ
れる。再帰接辞としては基本として-AA が使用されるが、さらに-mel ~ -men’といった形式








表 1-12: 再帰 
形式 意味 グロス上の表記 備考 
-AA 再帰「自分の」 -REFL -mel ~ -men’は-AA の後にのみ現れる。



















イプ (第四章) を考える上でも欠かせないものである。 















文では当該動詞語幹の後ろに記号 _ を付して示す。 
 
(2-1) 典型的な動詞の例 




みで最小語制約 (cf. 1.3.3.4.) を満たすことや、語彙的意味は動詞語幹が担うため語彙項目と
しては動詞語幹のみで立てるべきであることなどの問題もある (ie. id-bei {to.eat-NPST}「食
べる」と id-sen {to.eat-PERF}「食べた」を別の語彙項目であるとは考えない)。 
 動詞は、次のような基本的に次のような構造を成す。 







   -派生接辞②  
図 2-1: 動詞の基本構造 
 
 図 2-1 で動詞語幹と動詞接辞は必須のものである。動詞語幹は動詞語根と派生接辞から
成ることもあるが、派生接辞を付さずとも動詞語幹になりうるものを動詞語根と呼ぶ。 



































にて後述) や述語人称 (4.1.2. にて後述) が付されうるか否か、所属人称接辞 (cf. 1.4.2.4.) 
が付されうるか否か、格接辞 (cf. 1.4.2.3.) が付されうるか否か、という点で分類を試みる。 
以下の表 2-1～2-3 では、それぞれの要素が「付されうる」ならば〇を付した。表はそれ
ぞれ表 2-1 終助詞を付すことができる動詞接辞、表 2-2 所属人称接辞を付すことができる









表 2-1: 終助詞を付すことができる動詞接辞 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 
-yaa(,-yaat) 意志 -VOL 〇    
-ø 命令 -IMP 〇    
-tu 複数命令 -IMP.PL 〇    
-tgei 許可 -PERM 〇 △   
-bei 非過去 -NPST 〇 〇   
-n 非過去 II -NPSTII 〇 〇   
-lAA, -lii 過去 -PST 〇 〇   
-sen 完了 -PERF 〇 〇 〇 〇 
※△は一部可能であることを示す。詳細は下記参照。 
 






 命令は単数の -ø と複数の -tu とで区別されるため、-tu については「複数命令」と分析
した。しかし -tu は単に複数であるとし、複数命令は -ø-tu {-IMP-PL} のように分析すべき
可能性もある。新疆方言では意志 -yaa に主語の複数性を表す -yaat があり、末尾の t の有
無によって複数・単数が区別されている (Yu et al. 2008)。また次の表 2-2 に見る未来命令も、
-gAAni と-gAAnti のようにやはり末尾 t(i) の有無によって複数単数が区別されている。こ
の末尾の t(i) については用例が少ないため十分な分析ができていないが、述語人称におけ
る複数 (-sel) との異なりや、-gAAnti においては ti と口蓋化した形で現れることなど問題
がある。述語人称については 4.1.2. でも触れるが、t~ti~tu が問題となる形式については述
語人称は付されない点、t~ti~tu は二人称複数 -taa に由来するとする説 (cf. namcarai ba 
haserdeni (1983: 240)) なども合わせて考察する余地がある。 
 許可 -tgei は「三人称命令」とされることもあり、どちらかと言えば意志 -yaa, 命令 -ø, 複
数命令 -t に似た意味機能を有する。しかし、述語人称のうち三人称複数の =sel を付すこ
とができる点、また =č「も」という要素を付すことができる点で特殊である。なお、-tgei
に後続する =sel は、同形の複数接辞 -sel と見なすべき可能性もある。もし-tgei に他の述




 非過去 -bei (ブトハ・ダグール語における代表形) は述語人称が後続することなどにより、
-b, -w などの縮約形が現れることもある。とくにチチハルでは -b、ハイラル -wei などの
音形で現れる。 
過去 -lAA ~ -lii は、述語人称が後続する場合に後者の形が現れやすい。この点、4.1.2. 述
語人称において再度触れる。 













表 2-2: 所属人称接辞を付すことができる動詞接辞 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 







△  〇  
-AAs 仮定 -COND   〇  
-tel 限界 -TERM   〇  








未来 -gu は終助詞 =dee を後続させることで主節の述語たりうるもので、表 2-1 の完了 
-sen と合わせて連体修飾が可能な形動詞接辞と見なされる形式である (cf. 2.2.2.)。 
未来命令 -gAAn, -gAAnie, -gAAntie は「命令」の名称からも分かる通り、表 2-1 の命令 -ø 
同様に主節の述部にも用いられる要素であるが、所属人称を付すことができる点で特殊で
ある。むしろ文中にあって非主節の述部を成し、かつ所属人称を付すことができる点で表
2-2 中の以下の接辞 -AAs, -tel, -guOOtOOr とともに同じカテゴリに含めた。未来命令の形式
は  -gAAnie, -gAAntie という形式で現れるが、これらは動詞形式に再帰が付された 
-gAAni-AA, {-FUT.IMP-REFL} のようなものであるとの見方もある (Tsumagari 2003: 144。

















(2-2) ter huu haǰremkiiyini badi endeer yawyaa!  
   ter  huu   haǰre-mkii-yini    badi   end-eer  yaw-yaa 
   that person  to.get.home-IMD-3SG 1PL.INCL here-AI  to.go-VOL 
「その人が帰って来たら我々はすぐに行こう」(恩和巴图 (编著) 1988: 373) 
(2-3) en’ ǰakselii ed irgudeemkii hoo ačersensel. 
en’  ǰak-sel-ii  ed   ir-gu-d-ee=mkii       hoo ačer-sen=sel 
   this  thing-PL-GA these to.come-FUT-DAT-REFL=IMD all to.bring-PERF=PL 
   「これは彼らが来た時にみんな持ってきた」(恩和巴图 (编著) 1988: 368) 
 
◆何も付すことができない動詞接辞 
 最後に、表 2-1, 2-2 で見た接辞がいずれも基本的に付されない動詞接辞を表 2-3 で示す。 
 
表 2-3: 何も付すことができない動詞接辞 
 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 
-ǰ 並列 -SIM     
-ǰii 完成 -SIMII     
-ǰie 並行 -SIMIII     
-AAr, -AA 先行 -ANT, -ANTII     
-n 随伴 -ASS     
-rsAAr 継続 -PROG △ △   
-yieš 譲歩 -CONC     
 
随伴 -n を表 2-1における同形の形態素非過去 IIと形態的特徴から区別する積極的な理由
はない。モンゴル語における対応形式がそれぞれ別であることや、非過去 II が基本的に否
定文で現れるなど用法面の違いから、ここでは同音異義形態素であると見る。 




(2-4) ed durbeeleen yawersaar nek hig ailii kučersen.  
   ed   durbeeleen  yaw-rsaar  nek  hig  ail-ii    kučer-sen 
   these by.four   to.go-PROG one big village-GA to.reach-PERF 
「彼らが四人で進んでいくと、大きな村に辿り着いた」(恩和巴图 (编著) 1988: 196) 
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(2-5) bas ter usgue hasoorsaartaa yee? 
bas  ter  usgu-ee   hasoo-rsaar=taa=yee 
also that word-REFL to.ask-PROG=2PL=Q 
「まだそのことを聞いているのか」(恩和巴图 (编著) 1988: 372) 
 
このような用例がある以上、当該接辞は表 2-1 に含めるべきとの判断もありうるが、基
本的に他の節に依存するという -rsAAr の性質 (4.2.4. にて後述) を考慮すると、表 2-1 で







表 2-1 の -sen と表 2-2 の -gu は所属人称接辞と格接辞の付与が可能である点で両形式
は名詞類的な性質が共通している。両者は一般に形動詞接辞と呼ばれるものであり、-sen ま
たは -gu を付した動詞述語は連体修飾節や名詞節の述語になりうる点でも共通している。





形動詞形に関する問題を 3.4.2. 人魚構文、3.5. 否定、そして 4.2. 非主節の述部において再
度議論する。 
なお、モンゴル語の形動詞接辞に対応するダグール語の動詞接辞として、恩和巴图 (编著) 
(1988) は -sen, -gu の他にも -deg, -AAč, -maayaar などの形式を挙げている。しかし上述の
ような条件を満たすと見られる点では共通の接辞であるが、生産性が低いため動詞接辞と






















   -派生接辞②  






点において派生接辞らしさがあるが、とくに態の意味を表すもの (例 2-6) はどんな動詞語
幹にも比較的幅広く付しうる点で文法接辞よりな要素である。 
ここでは以下に恩和巴图 (编著) (1988: 375-384) より当該要素を列挙するに留める (2-6)。
これらの要素が付されてもなお動詞語幹であるため、これらの派生接辞にも動詞語幹であ
ることを示す _ を付す。 
 
(2-6) 態を表すもの 
   使役    -lgAA_    id_「食べる」   > idelgee_「食べさせる」 
         -lkAA_    sau_「座る」    > saulkaa_「座らせる」 
         -gAA_     bol_「成る」    > bolgaa_「成らせる、する」 
-kAA_     bos_「起き上がる」 > boskaa_「起こす」 
         -AA_     panč_「怒る」   > pančaa_「怒らせる」 
   受動    -rd_      uǰ_「見る」    > uǰerd_「見られる」 
   衆動・相互 -lč_      bari_「つかむ」  > barilč_「つかみあう、相撲を取る」 




   反復    -ǰoo_, -čoo_   yaw_「行く」   > yawǰoo_「行ったり来たりする」 
   瞬間    -lAA_     šag_「拭く」    > šaglaa_「さっと拭く」 
(恩和巴图 (编著) 1988: 382-384) 
 
この他、移動動詞 ir_「来る」とič_「行く」は -IIr_, -IIč_~-(i)č_ のような接辞として「～
しに来る」「～しに行く」というような目的を果たすために移動する意味を表す用法があ
り (2-8)、恩和巴图 (编著) (1988) はこれを一種のアスペクト接辞であるとして扱っている。 
 
(2-8)  udeš šamii eriičsen aasenbi. 
   udeš    šamii    eri-ič-sen      aa-sen=bi 
yesterday  2SG.ACC  to.search-to.go-PERF to.be-PERF=1SG 










 以下に恩和巴图 (编著) (1988: 534-543) より代表的な派生接辞を列挙する (2-9)。 
 
(2-9) -s   nemb_「覆う」   > nembes「掛け布団」 
   -r   alku_「歩く」   > alker「歩み」 
   -nku  turki_「押す」   > turkenku「鍵」 
   -del  sor_「学ぶ」    > sordel「教養」 
   -AA  tari_「植える」   > tarie「田畑」 
   -š   oo_「飲む」    > ooš「飲み物」 
   -leg  aminaa_「暮らす」 > aminaaleg「生活」 
   -l   šad_「できる」   > šadel「能力」 
   -AAr melǰ_「競う」   > melǰeer「競争」 
   -AAč daul_「歌う」   > daulaač「歌手」 




 とくに最後の -AAč は恩和巴图 (编著) (1988: 348) が動詞接辞としても扱っている形式
であるが、本論文ではこれについて使用頻度の低さから動詞接辞と見なさず、あくまで派





















Yamada (2016) はモンゴル語における動詞前辞 (preverb) の役割について議論したもので
あるが、ダグール語にも類似の要素がある。恩和巴图 (编著) (1988: 411) が「造形副詞」と




(2-10) 破壊 kialt, kenk, hiat, hag, pieč 
 圧砕 kiap, mial, mielč, mielǰ, tamb 
 断裂 čak, tur, pur, hump 
破綻 long, lart, set, 
 抜去 bolg, bolt, honki 
 貫通 čulp, emb, hult, tant, huč 
 崩壊 kolt, lar, hod, kuak, šir, lomb 
その他 lamb (設置、固定), kam (閉鎖), šeb (無音) 
 









あるが、筆者の印象からすると /l/ 始まりの語が多いこと、/p/ を含む語が多いこと、/r/ 終
わりの語が多いこと、口蓋化子音始まりの語が多いこと、鼻音を含む語が多いこと、語形
がいずれも短いこと、さらに重複して用いるものがあることなどオノマトペのように思え
る特徴を有する点が指摘できる (恩和巴图 (编著) 1988: 449-454 が挙げる摹拟词 (音声や形
象を模倣することで動作や状態を表す語) に見られる特徴に似る)。次の 2-11 a. では下線部
の動詞前辞 kolt が 1 つ用いられているが、b. では 2 つ重複して用いられている。この重複
により動作の複数性が表されているものと考えられる。 
 
(2-11) a. nek mangie ireer harie ekeeyiigiini kalteg beyiini kolt idee yawoo talilen. 
    nek  mangie  ir-eer     harie   ekee-yii-g-iini   kalteg  bey-iini   kolt   
    one monster to.come-ANT however sister-GA-E-3SG  half  body-3SG  collapse 
id-ee    yaw-oo   tali-len 
to.eat-ANT to.go-ANT to.put-PERF 
    「化け物が一匹やってきて、なんと姉の半身をがぶりと食べてしまった」 
(恩和巴图 (编著) 1988: 387) 
※ekeeyiigiini に見られる挿入子音 -g は「～のもの」という意味の接辞である可能性もある。
恩和巴图 (编著) (1988) は同環境では -II-IIni が縮約し -IIni となると述べ、子音が挿入さ
れることについては言及していない。 
b. šireeyee hoo kolt kolt tarkǰaabšie.  
    širee-yee  hoo  kolt   kolt  tark-ǰ+aa-b=šie 
    desk-REFL all  collapse RDP  to.hit-SIM+to.be-NPST=2SG.Q 
「机をみんなばかばか叩き潰している」(恩和巴图 (编著) 1988: 412) 
 
 このようなオノマトペらしい特徴がみられる一方で、オノマトペ的な特徴とは言い難い
語形も指摘できる。例えば、2-11 に現れる動詞前辞 kolt のように末尾に lt や l+子音 の形を
持つ語形を有する動詞前辞は複数見られるが、これは 恩和巴图 (编著) (1988: 449-454) が挙
げる摹拟词には類例が見つからない。 
 動詞前辞の主要な特徴として、多くが派生動詞を有する点も指摘できる。具体的には、







(2-12) kolt (動詞前辞)   崩れ去るさま。 cf.「［副］崩掉(一块)」(恩和巴图 1983: 125) 
   koltloo_ (他動詞)  崩す 
   kolter_ (自動詞)   崩れる 
 





ある。モンゴル語の対応形式は -l で、母音は含まれない。 
 
2.4.3. 共起する動詞 
 得られた用例数が限られるため十分な記述をすることはできないが、Yamada (2016) では
モンゴル語の動詞前辞が「打つ」などのような打撃を表す表面接触動詞と共起しやすいこ
とが示されており、ダグール語にも同様の傾向があるものと思われる。先の例 2-11 b. では





(2-13) argii lonkui yuguu pieč tarksenšie?  
   argi-ii  lonku-ii  yuguu pieč  tark-sen=šie 
   liquor-GA bottle-GA why  break to.hit-PERF=2SG.Q 
「酒瓶をどうしてがちゃんと打ち割ったんだ」(恩和巴图 (编著) 1988: 412) 
(2-14) garie kialt noosen.  
   gari-ee    kialt  noo-sen 
   hand-REFL  break to.strike-PERF 
「手をばしっとぶつけて折ってしまった」(恩和巴图 (编著) 1988: 412) 
 
 この他、恩和巴图 (1983) の語彙集では共起しやすい組み合わせが見出し語として掲載さ
れており、これを見ると例 2-10 で言う圧砕は dar_「押す」、断裂は herk_「切る」、抜去
は tat_「引く」といった動詞と組み合わされやすいといった傾向は見いだせるかもしれない。






(2-15) madennaa ǰinčerdgudee guarben weyii hadieyiišni mial mial daraa garsen.  
   maden-d-aa   ǰinčerd-gu-d-ee     guarben  wey-ii   hadie-yi-šeni  mial  
   last-DAT-REFL  to.be.hit-FUT-DAT-REFL three  joint-GA  wall-GA-2SG crushed 
mial  dar-aa    gar-sen 
RDP  to.push-ANTII to.go.out-PERF 
「最後に叩かれたとき、三節の壁をばりばり押し倒してしまった」  





動詞前辞の派生後の動詞 (例えば動詞前辞 huč「貫通」に対する hučlee_「刺す」hučir_「刺
さる」) のような働きをする。とくに ič_「行く」との組み合わせは自動詞としても他動詞
としても用いられるようである。次の例 2-16, 2-17 では自動詞 (破壊されるものが主語) と
して、2-18, 2-19, 2-20 は他動詞 (破壊されるものが目的語、(2-18) (2-19) は主語が明示され
ていない例、(2-20) は「汗」が主語) として用いられている。 
 
(2-16) kurku dees tur ičie talisen.  
 kurku dees  tur  ič-ee    tali-sen 
   long  rope  tear to.go-ANTII to.put-PERF 
「長い縄はぶつっと切れてしまった」(恩和巴图 (编著) 1988: 411) 
(2-17) en’ tualegnaani hoǰoorooroo honki ičsen.  
   en’  tualeg-naani  hoǰoor-oor-oo  honki   ič-sen 
   this pole-1PL.EXCL root-AI-REFL  pull.out to.go-PERF 
「この柱は根元から引っこ抜けた」(恩和巴图 (编著) 1988: 412) 
(2-18) čonkui guu hiat ičsen. 
   čonku-ii   guu  hiat  ič-sen 
   window-GA glass break to.go-PERF 
    「窓ガラスをがちゃんとやってしまった」(恩和巴图 (编著) 1988: 412) 
(2-19) hakruoo hult hiisen.  
   hakru-oo   hult hii-sen 
   trousers-REFL tear to.do-PERF 






(2-20) huls kantaasii tant ičsen.  
   huls  kantaas-ii  tant   ič-sen 
   sweat coat-GA  penetrate to.go-PERF 





ある可能性がある。huč という語が、接辞を要さず動詞 huč としても使用されうるなどの
可能性もあるだろう。なお、派生動詞としては hučlee_, hučir_ がある (恩和巴图 1983)。 
 
(2-21) nidini huč!  
nid-ini   huč 
   eye-3SG  penetrate 






て xaga cohi_ とすると、目的語名詞に「壊れる」などの不可逆的な影響を与えることを含
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(3-1) šii gargudaa saren barigaanie. 
šii gar-gu-d-aa      saren   bari-gaanie 
   2SG to.get.out-FUT-DAT-REFL umbrella   to.hold-FUT.IMP.2SG 









   to.hold-FUT.IMP.2SG 
   「持ちなさい」 
(3-1’’) saren 
   umbrella 
   「傘」 
 
次節以降で見ていくように項を支配することのできる動詞が典型的な述部の構成要素と


















































(3-1 再掲)  šii gargudaa saren barigaanie. 
šii gar-gu-d-aa      saren   bari-gaanie 
   2SG to.get.out-FUT-DAT-REFL umbrella   to.hold-FUT.IMP.2SG 




























例 3-3 のように進行相をはじめとしたアスペクトの意味を表す構造や、例 3-4 のように
「～できる」という意味を表す構造などが想定される。 
 




(3-4) husgulǰeǰ šadbei 
husgulǰ-ǰ   šad-bei 
to.speak-SIM  to.be.able-NPST 
「話せる」 
 











ダグール語における典型的な動詞連続を表す形式、例えば並列の -ǰ, 先行の -AAr を伴う
動詞は二つの動詞節が単純な継起関係にあることを表すものとして頻繁に用いられるもの
である。しかし並列の -ǰ が現れたとしても、全てを補助動詞構造と呼ぶことはできない。
次の 3-5 のような構造は単純に二つの動作の継起関係を表すものであると考える。 
 
(3-5)  sonseǰ gaigbei. 
sons-ǰ     gaig-bei 











(3-6)  usgulǰeǰ ul šaden 
usgulǰ-ǰ    ul   šad-n 
to.speak-SIM  NEG  to.be.able-NPSTII 
「話せない」 
 
山越 (2005: 103) はモンゴル語族のシネヘン・ブリヤート語について文法的にひとまとま
りを成す複合形式と、音韻的に1語であると言える複合語を区別し、複合形式でありながら
1語を成さない複合体を認めている。ダグール語の (3-2, 3-3) が成す「ひとまとまり」の構
造は、山越 (2005: 135) が言う「非常にゆるやかな複合体を形成している」にあたると言え
よう。 
先行する動詞が語彙的な意味と名詞項を支配する機能を保持し、後続する動詞が文法的










(3-7)  sanesen huudee hiiǰ ukenbi. 
   san’-sen     huu-d-ee    hii-ǰ    uk-n=bi 
   to.miss-PERF  person-DAT-REFL to.do-SIM  to.give-NPSTII=1SG 
   「懐かしい人に (手紙を) 書いてやるんだ」(恩和巴图他 (编) 1988:244) 
 




詞が取る動詞接辞が限られ、主として単純な時間的関係を現す -ǰ (並列)、-AAr ~ -AA (先行)、
-n (随伴) がもっぱら現れるといった制限があることを指摘できる。 






恩和巴图 (编著) (1988) はダグール語の補助動詞としてaa_「ある」、bai_「立つ」、tali_
「置く」、aw_「取る」、uk_「与える」、ir_「来る」、ič_「行く」、yaw_「行く、歩く」
の 8 つを特に取り上げ、この他に補助動詞的に用いられるものとしてさらに bar_「終わ
る」、eurkee_「始める」、uǰ_「見る」、gar_「出る」、yad_「できない」、bol_「なる」、







助動詞構造を成し (3-3 再掲)、その使用頻度は極めて高い。なお存在動詞 aa_「ある」は、
本動詞としては次の例 3-8 下線部のように用いられる。 
 







(3-8)  ter giaad harben dolootii boltlaa aasen. 
   ter   giaa-d   harben doloo-tii   bol-tl-oo       aa-sen 
that  town-DAT  ten  seven-PROP  to.become-TERM-REFL to.be-PERF 
「私は街に17 歳になるまでいました」(恩和巴图等 (编) 1985: 14) 
 
3-3 に見られる構造では、本動詞と補助動詞の両形態素の融合の度合が強く -ǰ+aa_ と記
述した。両形態素の間に =l (=EMP), ul (NEG) などの要素を挿入することが可能であることか
ら、複合と言えるほどの融合度でないと見て、このことを反映した表記として + を用いた。 
当該形式を複合 (-ǰ-aa_とするなど) と見て、融合度の低い -ǰ aa_ あるいは =l (=EMP) を
挿入した -ǰ=l aa_とは別形式であると見る可能性もありうるが、ここでは意味や機能などの
面で両形式を区別するほどの根拠が見いだせないため、別形式であると区別することはし
ない。なお、恩和巴图 (编著) (1988) の記述では -ǰ aa_ 両形態素を完全に融合したものであ
るかのように -ǰaa_ という単独の形態素として記述しているが、母音はじまりの補助動詞 
(uk_「与える」、uǰ_「見る」など、後述) についてはいずれも先行する同時副動詞接辞 -ǰ と
融合すると見ているようである。 
aa_ と並んで進行相アスペクトを表す補助動詞として、bai_「立つ」がある。モンゴル語




とされるが、筆者は実例に出会っていない。恩和巴图 (编著) (1988: 399) によれば、bai_ に
よる補助動詞構造は必ずいわゆる副動詞接辞を取り、主文の述語にならないという。 
 
(3-9)  goiǰ baigaar čuagd yawsen. 
   goi-ǰ      bai-gaar     čuag-d   yaw-sen 
to.request-SIM  to.stand-ANT  army-DAT to.go-PERF 
「ずっと頼んで、兵隊になった」(恩和巴图 (编著) 1988: 399) 
 










(3-10)  udrii tiab geridee sawoo garsen. 
udr-ii   tiab     geri-d-ee    saw-oo    gar-sen 
day-GA all.day.long  home-DAT-REFL to.sit-ANTII  to.go.out-PERF 




了相アスペクト的な意味を成す (3-11)。恩和巴图 (编著) (1988: 387) の挙げる用例では、本
動詞は全て先行 -AAr ~ -AA を取る。 
 
(3-11)  bii idee taliyaa 
bii   id-ee     tali-yaa 
1SG  to.eat-ANTII  to.put-VOL 





る主動詞の動詞接辞に同時 -ǰ が用いられている。 
 
(3-12)  dansii kaartii nemǰ tali 
dans-ii   kaart-ii  nem-ǰ    tali-ø 
form-GA  card-GA to.add-SIM to.put-IMP 














チハルにて得られたデータでは tii baraa, tii araa などの形で「それから」という接続詞的に
用いられるが、これは bar_ が本動詞としても似たような用法を持つことを示す。 
 
(3-13)  hoyooloo baisǰ ul baren degiisel aulii doterini učiiken gurees taulie herem yekee hoo gačerǰ 
barǰ hauyaaraa hoo baisǰaawei. 
   hoyool-oo   bais-ǰ      ul  bar-n     degii-sel  aul-ii     doter-ini  
by.two-REFL to.rejoice-SIM  neg  to.finish-ASS  bird-PL  mountain-GA inside-3SG  
učiiken  gurees  taulie  herem  yekee    hoo  gačer-ǰ     bar-ǰ 
small   animal  rabbit  squirrel  something  all   to.come.out-SIM  to.finish-SIM  
hauyaar-aa     hoo  bais-ǰ+aa-wei  
by.everyone-REFL all   to.rejoice-SIM+to.be-NPST 
「二人で喜ぶばかりでなく、鳥たちや山の中の小動物、ウサギやリスやなんかがみ





(3-14)  uwel bolguootoor čas warǰ eurkeesen. 
   uwel  bol-guootoor   čas   war-ǰ     eurkee-sen 
  winter to.become-SUC snow to.enter-SIM  to.start-PERF 
   「冬になると雪が降り始めた」(恩和巴图 (编著) 1988: 367) 
(3-15)  šii udeš ert yeekeeyees weilee kiiǰ eurkeesenšie? 
šii  udeš   ert    yeekee-yees  weil-ee  kii-ǰ    eurkee-sen=šie 
2SG yesterday morning when-ABL  job-REFL to.do-SIM  to.start-PERF=2SG.Q 




用であろう (3-16, 例文中の述語人称は脱落している)。 
 
(3-16)  bii beeǰend ičeǰ duleesen. 
 bii  beeǰen-d  ič-ǰ     dulee-sen 








動作の方向を表す用法 (e.g.「出てくる」) がある。 
動作の継続や状態の変化を表す用法の例は次の通り (3-17, 3-18, 3-19)。 
 
(3-17)  baitelsaar irsen ǰakaa martsenšie? 
   baitel-saar   ir-sen      ǰak-aa   mart-sen=šie 
to.use-PROG  to.come-PERF  thing-REFL to.forget-PERF=2SG.Q 
「（ずっと）使ってきたものを忘れたんですか」(恩和巴图 (编著) 1988: 400) 
(3-18)  orie bolguootoor kuitereer ičsen. 
   orie bol-guootoor   kuiter-eer     ič-sen 
late to.become-SUC to.get.colder-ANT to.go-PERF 
「遅くなるにつれて寒くなっていった」(恩和巴图 (编著) 1988: 401) 
(3-19)  tenger harengui boloor yawǰaabei. 
   tenger harengui bol-oor     yaw-ǰ +aa-bei 
sky   dark   to.become-ANT to.walk-SIM+to.be-NPST 
    「空が暗くなっていっている」(恩和巴图 (编著) 1988: 402) 
 
「出る」「落ちる」などのような動作主の移動を含意する動詞を本動詞に取るとき、話
者の視点に近づいている (ir_「来る」) か、話者の視点から遠ざかっている (ič_, yaw_「行
く」) かという直示の意味を加える用法がある (漢語の方向補語の用法に似る。3-20, 3-21)。 
 
(3-20)  a.  gar-aar     ir_ 
to.go.out-ANT  to.come 
「出てくる」 
b.  wan-ǰ    ič_ 
to.fall-SIM  to.go 
「落ちていく」 
c.  wan-aar   yaw_ 
to.fall-ANT  to.walk 
「落ちていく」 
(3-21)  elee gaǰraar horilčeǰ irsen oler. 
elee  gaǰer-aar  horilč-ǰ    ir-sen      oler 
each  place-AI  to.gather-SIM to.come-PERF  people 








(3-22) a. nugeršeni niahnaar usgulǰeǰ šadweiyee? 
nugr-šeni  niahn-aar   usgulǰ-ǰ    šad-wei=yee 
wife-2SG  mandarin-INS  to.speak-SIM  to.be.able-NPST=Q 
b. ter ul šaden. ter nekel maanii endii usgii šadwei. 
ter  ul  šad-n       ter  nek=l   maanii  end-ii   usg-ii      




「できません。彼女はただ私たちの言葉しかできません」(塩谷 1990: 50) 
 
「できない」にあたる表現としては上記 šad_ の否定表現 ul šad_ がよく用いられるが、
yad_「できない」という語もまれに用いられる (3-23)。 
 
(3-23)  yuguu barǰ yadebšie, aagaasaa aatgei. 
yuguu bar-ǰ     yad-b=šie         aa-gaas-aa     aa-tgei 
why  to.finish-SIM  not.to.be.able-NPST=2SG.Q  to.be-COND-REFL  to.be-PERM 
   「何で終わらせられないの？あるならあるでいいじゃないか」 






(3-24) gargii taawnaas enčkeen ali uderč bur ičeǰ bolwei. 
   gareg-ii   taawen-aas  enčkeen  ali   uder=č  bur   ič-ǰ     bol-wei 
planet-GA  five-ABL  other   which  day=also every  to.go-SIM  to.become-NPST 






(3-25)  šii ačaayaasaa hasooǰ uǰ kenee. 
   šii  ačaa-yaas-aa    hasoo-ǰ   uǰ-ø=kenee 
2SG father-ABL-REFL  to.ask-SIM  to.see-IMP=SFP 





(3-26) henii čii irgui tall buu neeǰukutuu! 
   hen-ii=čii     ir-gu-ii      tall    buu  nee-ǰ+uku-tu 
who-GA= ever  to.come-FUT-GA  although  PROH  to.open-SIM+to.give-IMP.PL 






恩和巴图 (编著) (1988: 397) はダグール語の補助動詞について「他の語を補助し色々な文
法的な意味を表す動詞」であるとし、名詞類と補助動詞 aa_ または bol_ の組み合わせに
よる構造をも補助動詞構造として扱っている。名詞類を補語として取る aa_ や bol_ は、
名詞類述語を補うコピュラと呼ぶべきもので、本来の動詞意味を失っている点で補助動詞
的であると言える。しかし aa_ が名詞類述語を伴う例については 3.3. 名詞類述語において
扱うべきものであると見て、議論を 3.2. に譲ることとする。 
動詞接辞 -gu, -sen を取る動詞の形動詞形は名詞類的な性質を有することから (cf. 2.2.2.)、
名詞類述語と同様にコピュラ aa_ または bol_ を後続させることができる。この構造では













(3-27)  kerwel huar ul wargud aagaasini, bii ordoon ǰawes geugleečgu aasenbie. 
kerwel  huar  ul   war-gu-d     aa-gaas-ini,   bii   ordoon   ǰawes  
if    rain  NEG  to.enter-FUT-DAT  to.be-COND-3SG 1SG  originally  fish 
geugleeč-gu    aa-sen=bie  
to.go.to.fish-FUT  to.be-PERF=1SG 
    「もし雨が降らなかったら私はもともと魚を釣りに行くつもりだった」 
(塩谷 1990: 85) 
 
 el_ (チチハルで hel_, ハイラルで gel_)「と言う」は、文のようなまとまりを支配し、発
話や思考の内容を引用する、引用動詞と呼びうる動詞である。この動詞の被支配部末尾に、









(3-28)  baa buni yawbei elǰ aawaa. 
baa     buni    yaw-bei    el-ǰ     aa-waa 
1PL.EXCL  tomorrow  to.walk-NPST  to.say-SIM  to.be-NPST.1PL.EXCL 

























また再帰が付されることはない。例 3-30 a, b を参照されたい。 
 
(3-30) a. ter kuu ečegmeni. 
ter  kuu   ečeg=meni 
that person  father=1SG 
「あの人は私の父です」DS 
b. meemeešin seb yee. 
meemee=šin seb=yee 
    mother=2SG teacher=Q 









(3-31) yamer aapkaatii larč aabei. 
   yamer  aapkaat-ii               larč  aa-bei 
   how   young.yusu.tree(distylium racemosum)-GA leaf  to.be-NPST 
「なんという若い柞木 (ユスノキ) の葉だ」(恩和巴图等 (编) 1988: 302) 
 




(3-32)  tednii neuǰ irgu erend bii ušken aasenbi. 
   tedn-ii   neu-ǰ     ir-gu     eren-d   bii  ušken  aa-sen=bi 
they-GA  to.move-SIM to.come-FUT time-DAT 1SG small to.be-PERF=1SG 
   「彼らが引っ越してきたとき、私は小さかった」(恩和巴图等 (编) 1985: 15) 
(3-33) šii ul dialletenšii, eren bas erd aaǰaabei. 
   šii  ul  dialle-ten=šii    eren  bas  erd   aa-ǰ+aa-bei 
2SG NEG to.be.late-PERF=2SG time  yet early to.be-SIM+to.be-NPST 
   「お前は遅れていないよ、時間はまだ早い」(恩和巴图等 (编) 1985: 9) 
 
3.3.2. 名詞類述語のタイプ 
 Dixon (2010: §14.) では世界の言語におけるいわゆる名詞述語について、コピュラ文と無
動詞文に分け、その表し得る意味の階層を次の表 3-1 のように示している。 
 
表 3-1: 名詞類述語文の表し得る意味 (Dixon (2010: 14.1) をもとに作成、例は筆者による) 
  コピュラ文 無動詞文 例 (ダグール語) 
A1 同定 Identity ○ ○ bii   nar-ii   kuu=bi  
1SG  sun-GA  person=1SG 
「私は日本人だ」 
A2 属性 Attribution ○ ○ minii   biau-meni   guaidaan 
1SG.GEN watch-1SG  slow 
「私の時計は遅れている」 
A3 所有 Possession ○ ○ ter   nek debtlien biteg, šiniig=yee 
that  one book   book yours=Q 
「あの一冊の本はお前のか」 
A4 受益 Benefaction ○ ○  
A5 所在 Location ○ ×  





 「A2 属性」は A1 に比してより抽象的な語が述部となるものである。1.4.2.2. で確認した
ように、いわゆる「形容詞」的な性質を持つ語も名詞類に含まれ、同様に述部となること
ができる (3-34)。ダグール語の所有の意味を表す接辞 -tii は「～を持った、～のある」の
意味を持つもので極めて高い生産性を有する (3-35, 下線部)。この -tii を有する語が述語と
なるケースについては、3.6. 存在と所有にて改めて扱う。 
 
(3-34)  en’ uder udešees kuiten. 
    en’  uder  udeš-ees    kuiten 
    this day  yesterday-ABL  cold 
「今日は昨日より寒い」(恩和巴图等 (编) 1988: 53) 
(3-35)  en’ nek huu guarben kekutii. 
    en’ nek  huu  guarben  keku-tii 
    this one person three  children-PROP 
「この人には３人の子供がいる」(恩和巴图等 (编) 1988: 29) 
 
 こうした -tii が付された語を含むある種の形容詞的な語の中には、動詞述語や他の名詞
類述語と組み合わせて用いられるものがある。こうした語では文法化が進み、より抽象的
な意味機能を担うようになる。詳しくは次節 3.4. 述語複合体において扱うが、これ単独で
は純粋な述部 (の主要部) とは呼び難い、終助詞 (4.1.3. で扱う) 的なものである。例えば
3-36 の下線で示した ǰak「もの」は文法化が進み、終助詞のようにふるまっている。 
 
(3-36) edee hoo barsen ǰak!  
edee  hoo  bar-sen    ǰak 
now  all  to.finish-PERF thing 
「さあ全部終わったぞ」(恩和巴图等 (编) 1988: 435) 
 
また、このうちとくに動詞述語と名詞類述語が組み合わさるものについては、人魚構文
と呼び 3.4.2. で詳述する。 
 「A3 所有」は、名詞の属格形に派生接辞 -g を付した語「～のもの」が述部となること







(3-37)  ter biteg šiniig yee? bišen, miniig bišen šiniig ee. 
   ter  biteg  šiniig=yee 
   that book yours=Q 
bišen,  miniig bišen  šiniig=ee 
NEG  mine NEG  yours=SFP 
   「その本はあなたのですか」「いいえ、私のではなくあなたのです」(塩谷 1990: 49) 
 
 「A4 受益」の意味についてはダグール語では tuald という後置詞で表される (3-38 下線





(3-38) neigen ǰornii buteeǰ bailgaagui tuald kučelbiiyaa!  
neigen  ǰoren-ii    butee-ǰ      bailgaa-gu-ii    tuald  kučelbii-yaa 
society  principle-GA to.construct-SIM  to.build-FUT-GA  for  to.effort-VOL 
「社会主義建設のために頑張ろう」恩和巴图 (编著) (1988: 359) 
(3-39) ハルハ・モンゴル語の例  
malčin xün-ii    sanaa   setgel  xün  mal   xojor-iin  tölöö. 
  herder person-GEN thought heart person livestock two-GEN  for 
  「牧民の心は人と家畜のためだ」  D_namdag_negen_ekipajid_bolson_yavdal.txt 
 
無動詞文では「A5 所在」と「B 存在」の意味を表さないという Dixon (2010) の記述通り、
ダグール語ではこれらの意味を表すのに少なくとも「A (存在者) B (存在の場所)」「A (存在
者)」といった形式は用いられない。テンスが過去である、アスペクトが進行であるなど意
味的に有標であるならば、Dixon (2010) が述べる通り存在を表す自動詞 aa_ が用いられる 
(3-40, 3-41)。こうした所在や存在については、3.6. 存在と所有 において述べることとする。 
 
(3-40) ter arben doloo boltloo hotend aasen. 
ter  arben  doloo  bol-tl-oo       hoten-d   aa-sen 
that ten  seven to.become-TERM-REFL town-DAT to.be-PERF    
   「彼は１７歳になるまで街にいた」(塩谷 1990: 55) 
(3-41) šii haan’ aaǰaaweišie? 
šii  haan’  aa-ǰ+aa-wei=šie 
2SG where to.be-SIM+to.be-NPST=2SG.Q 




















動詞 補助動詞構造 (cf. 3.2.2.) 人魚構文 (3.4.2. にて詳述) 
名詞類 コピュラ文 (cf. 3.3.1.) 終助詞的な語との組み合わせ (4.1.3.2. などで詳述) 
 
◇動詞が先行要素となる組み合わせ 









(3-42) en’ eweeyimeni baitelǰaasen bulkuini. 
en’  ewee-yi-meni   baitel-ǰ+aa-sen     bulku-ini 
   this mother-GA-1SG  to.use-SIM+to.be-PERF mirror-3SG 





















































(3-43)  [太郎は名古屋に行く] 予定だ。 
    [太郎は今本を読んでいる] ところだ。 







(3-44) a.  [太郎の名古屋に行く] 予定は延期された (連体修飾節) 
   b.  *[太郎の名古屋に行く] 予定だ 
   c.  [太郎は名古屋に行く] 予定だ (人魚構文) 
 
 角田 (2011) によればこうした人魚構文はモンゴル語などを含むアジアの言語にのみ見
られる珍しい現象であるという。 
 ダグール語においては、とくにハイラルで次のような語が人魚構文または疑似人魚構文
の名詞部分として述語複合体の一部を担う。例とともに示す (3-45, 3-46, 3-47, 3-48)。 
 
(3-45) duar-tie {preference-PROP} 「好きだ」 
   bii suni duandaar ǰagus batgu duartiebie. 
bii  suni  duand-aar  ǰagus  bat-gu    duar-tie=bie 
   1SG night middle-INS fish  to.catch-FUT preference-PROP=1SG 







(3-46) kereg-tie {necessity-PROP}「必要だ」 
   beyee sain bolgooyaa geleesee, dangaa eegu keregtiebie. 
bey-ee   sain  bolgoo-yaa  gel-ees-ee,     dang-aa    ee-gu     
   body-REFL good to.make-VOL to.say-COND-REFL tabaco-REFL to.quit-FUT  
kereg-tie=bie 
necessity-PROP=1SG  
   「健康になりたいなら煙草をやめなければならない」(塩谷 1990: 67) 
(3-47) sanaa-tii {thought-PROP} 「つもりだ」 
   bii nekend ičigu sanaatiibie. 
bii  nekend  ič-gu    sanaa-tii=bie 
 1SG together to.go-FUT  thought-PROP=1SG 
   「私は一緒に行くつもりだ」(塩谷 1990: 80) 
(3-48) maged {possible} 「かもしれない」 
ter gertee hariǰ anieǰ ul šadgu maged aa. 
ter  geri-t-ee     hari-ǰ     anie-ǰ           ul  šad-gu     
 that house-DAT-REFL to.return-SIM to.spend.the.New.Year -SIM  NEG to.be.able-FUT  
maged 
possble 
   「彼は家に帰って新年を過ごせないかもしれない」 
(塩谷 1990: 88 ※文末の aa は分析に現れない要素。4.1.3.7. 参照) 
 
 いずれも直前の動詞は、連体修飾可能な形動詞形 (cf. 2.2.) の未来 -gu を伴うものである。
形動詞形の完了 -sen を伴う例は見いだせず未検証だが、maged については「過去の可能性」
を表す用法として -sen maged がありうるかもしれない。また、(3-45)~(3-47) における名詞








(3-49) taa hulaandini duartii kawtaa?  
   taa  hulaan-d-ini  duar-tii     kaw=taa 
2PL red-DAT-3SG preference-PROP SFP=2PL 




の例 (3-50, 3-51) も以下に挙げておく。 
 
(3-50) albii baitaa saiken akenbuugu giaantii. 
alb-ii   bait-aa   saiken  akenbuu-gu   giaan-tii 
 mission work-REFL well   to.complete-FUT necessary-PROP 
   「任務はきちんと全うせねばならない」(恩和巴图 (编著) 1988: 417) 
(3-51) nek sarč yawgu boolǰoonwei. 
nek  sar=č     yaw-gu   boolǰoon=wei 
 one month=also  to.go-FUT  certainty=NEG.EXIS 
   「一か月も行くのかもしれない」(恩和巴图 (编著) 1988: 417) 
 





(3-52) bii šanǰauyii aidug taalebbi. 
bii   šanǰau-ii   aidug taal-bei=bi 
1SG  banana-GA  very  to.like-NPST=1SG 
























表 3-3: 動詞述語の否定表現 























(3-53) a.  oobei. 
     oo-bei 
     to.drink-NPST 
     「飲む」(肯定) 
   b.  ul oon. 
     ul   oo-n 
     NEG  to.drink-NPSTII 
     「飲まない」(否定) 
 




 3-53 a. と b. の間で非対称となるのは、動詞接辞である。肯定の a.では -bei {-NPST} が用
いられているが、否定では -n {NPSTII} が用いられており、これを逆にすることはできない。
基本的に常に否定と共起する接辞 -n について「否定」とラベル付けすることも考えられる
が (cf. 4.1.1.2.)、いずれにせよ -bei を用いることができなくなるという非対称性は解消さ
れない。 
 次に後置否定の例を挙げる。次の例 3-54 でも、肯定・否定を並べて示す。 
 
(3-54) a.  oobei. 
     oo-bei 
     to.drink-NPST 
     「飲む」(肯定) 
   b.  oogu uwei. 
     oo-gu     uwei 
     to.drink-FUT NEG.EXIS 
     「飲まない」(否定) 
   c.  oosen. 
     oo-sen 
     to.drink-PERF 
     「飲んだ」(肯定) 
   d.  oosen uwei. 
     oo-sen    uwei 
     to.drink-PERF NEG.EXIS 
     「飲まなかった」(否定) 
87 
 
 ここで b. は動詞 oo_ よりも後ろに否定を表す語 uwei が現れていることから、後置否
定と見なす。a. では動詞語尾が -bei {-NPST} であるが、否定の b. では -gu {-FUT} となっ
ている。これは動詞の後ろに uwei という名詞類の語を据える、人魚構文的な構造になって
いるものと考えられる (uwei は格接辞を付すことが可能である。cf. 3-93)。ゆえに動詞述語
は連体修飾可能な形式をとっているものと見られる。過去を表す -sen {-PERF} については、
3-54 c. d. に見られるように uwei を伴わない肯定でも、uwei を伴う否定でも、接辞が変わ
らないため対称的であると言える。これは -sen が文末にも連体修飾節にも用いることがで
きるためであろう。 
 ここでは、(3-53) b. と (3-54) b. の使い分けが問題となるが、これを含め叙述の動詞述語





は命令、3-56 は複数命令、3-57 は意志、3-58 は未来命令の例である。 
 
(3-55) a.  oo. 
     oo-ø 
     to.drink-IMP 
     「飲め」(肯定、命令) 
   b.  buu oo. 
     buu  oo-ø 
     PROH to.drink-IMP 
     「飲むな」(否定、禁止) 
(3-56) a.  ootu. 
     oo-tu 
     to.drink-IMP.PL 
     「(複数に対して) 飲め」(肯定、命令) 
   b.  buu ootu. 
     buu  oo-tu 
     PROH to.drink-IMP.PL 







(3-57) a.  ooyaa. 
     oo-yaa 
     to.drink-VOL 
     「飲もう」(肯定、意志) 
   b.  buu ooyaa. 
     buu   oo-yaa 
     PROH  to.drink-VOL 
     「飲むまい」(否定、意志) 
(3-58) a.  oogaanie. 
     oo-gaanie 
     to.drink-FUT.IMP.2SG 
     「飲め」(肯定、命令) 
   b.  buu oogaanie. 
     buu   oo-gaanie 
     PROH  to.drink-FUT.IMP.2SG 
     「飲むな」(否定、禁止) 
 




 非主節において動詞述語は、基本的に前置否定を用い、対称的な極性を示す (3-59)。 
 
(3-59) ul medeesee ul medenbi el. 
   ul   med-ees-ee     ul   med-n=bi       el-ø 
   NEG  to.know-COND-REFL NEG  to.know-NPSTII=1SG  to.say-IMP 
   「知らないなら、知らないと言え」(恩和巴图 (编著) 1988: 437) 
 
 (3-59) で「知らないなら」にあたる ul medeesee は、med-ees-ee {to.know-COND-REFL}
「知っていれば」の否定にあたる。動詞 med_ の前に ul が現れる前置否定で、対称的で








(3-60) baraan ǰowsen uwei aatgei, bas antkaa enselsen. 
   baraan  ǰow-sen       uwei    aa-tgei    bas  antkaa ensel-sen 
   many  to.be.bothered-PERF NEG.EXIS  to.be-PERM  also very  to.be.sick-PERF 
「あまり困らなかったとしても、またよく患う」(恩和巴图等 (编) 1988: 205) 
 
 3-60 では「困らなかったとしても」ǰowsen uwei aatgei とあり、uwei を動詞述語 ǰowo_に
後続させる後置否定が用いられ、その後ろにコピュラ＋動詞接辞 -tgei が現れるという構造
になっている。これは一見非対称的な主節の後置否定に似るが、-tgei は基本的にこのよう
な非主節に用いられる用法でコピュラ aa_ にのみ接続し、動詞述語に連体修飾可能な形式 




 名詞類述語の否定表現として最も基本的なものは、名詞類述語の後ろに否定語 bišen を
置くことによって表される (3-61)。この bišen という語自体も形容詞的にも用いられ動詞
接辞を付すことのできない語であり、これは 3.4.1. 述語複合体で見た名詞類-名詞類の組み
合わせの一つである。文法化し補助要素的に、名詞述語本体に後続するものとみなすこと
ができる。この両要素の間には =č「も」や -meni {-1SG} といった要素が挿入できるので、
複合形式とは言えない。 
 
(3-61) en’šeni hig bait bišen. 
   en’-šeni  hig  bait  bišen 
   this-2SG big event NEG 
   「これは大きなできごとではない」(恩和巴图 (编著) 1988: 439) 
 
 名詞類述語の否定表現について注意すべきは接辞 -tii「～を持っている、～がある」が付
いた語を述語とするものである。この語には、-tii の対義となる接辞 -wei < uwei {NEG.EXIS} 
があり、-tii を用いた構文とくに所有や存在を表す場合には対義となる接辞 -wei あるいは










後置を使い分ける必要がる。具体的な例は 3-53, 3-54 で示した通りだが、図式化すると次
のようになる。 
 
(3-62)       肯定      前置否定     後置否定 
    非過去  動詞-bei     ul 動詞-n     動詞-gu uwei 
動詞-gu udien 
    過去   動詞-sen     es 動詞-sen    動詞-sen uwei 
           -lAA    es 動詞-lAA 
 






(3-63) en’ ert beymini dembel amersen uwei. 
   en’  ert    bey=mini  dembel  amer-sen  uwei 
 this morning body=1SG very   to.rest-PERF NEG.EXIS 
   「今朝は体があまり休まらなかった」(塩谷 1990: 67) 
 
 また、「まだ～していない」という表現では -gu udien という形式が用いられる (3-64)。
3-62 では後置否定の過去と非過去の間に据えた。形式としては非過去 -gu uwei に似ており、
現在の状態を否定するものであるが、表現上は「～したか」という過去の疑問に対する回
答としても (過去の否定のように) 用いられるためである。 
 
(3-64) kuud eilgu udienbie. 
kuu-d    eil-gu     udien=bie 
 person-DAT to.marry-FUT not.yet=1SG 









定 -gu uwei である (3-65)。 
 
(3-65) namd bei, tiimer aayieš bii čieyaa edee haan’ talisnaa medgu uweibie. 
namd   bei,  tiimer   aa-yieš    bii  čieeyaa  edee  haan’   tali-sen-aa    
   1SG.DAT EXIS   such.so  to.be-CONC  1SG tea.leaf  now  where  to.put-PERF-REFL  
med-gu    uwei=bie 
  to.know-FUT NEG.EXIS=1SG 
  「私には (茶葉が) ありますが、今どこに置いたかわかりません」(塩谷 1990) 
 
 以下では、3.5.2.2. において過去の否定表現、3.5.2.3. において非過去の否定表現につい




過去否定は形式上肯定 (-sen) と否定 (-sen uwei) が対称的である (3-66)。 
 
(3-66) bii hoir ailčienii orie budaa idelgeeguer solisen aatgaič, ted irsen uwei. 
bii   hoir  ailčien-ii  orie   budaa  idelgee-gu-eer        
1SG  two  guest-GA  night  meal to.let.eat-FUT-INS  
soli-sen     aa-tgai=č,   ted   ir-sen       uwei 
to.invite-PERF  to.be-PERM=also those to.come-PERF  NEG.EXIS  
「私は二人の客に夕飯を食べてもらおうと誘ったのだが、彼らは来なかった。」 
(塩谷 1990: 76) 
 
 動詞述語が過去の形式であるときに前置否定が用いられるケースとしては、次の 3 つがあ
る。まず一つは終助詞 =dee を伴う修辞疑問文である場合である (3-67)。いわゆる反語的な
ニュアンスを帯び (恩和巴图 (编著) 1988: 326)、話者の意図としては反語であるゆえに「否
定」の意識が薄いものである。 
 
(3-67)  ter dian’ilii badi ul uǰsennaa dee. 
ter   dian’il-ii  badi   ul   uǰ-sen=naa=dee 
    that  movie-GA 1PL.INCL NEG  to.see-PERF=1PL.INCL=SFP 






 次に、文のきれつづきの観点から、動詞が -sen という接辞を取っているものの文末では
ない場合である (3-68)。 
 
(3-68) wanteǰ ul šadsenč, bii kerteǰaaweibie. 
want-ǰ    ul   šad-sen=č      bii   kert-ǰ+aa-wei=bie 
to.sleep-SIM  NEG  to.be.able-PERF=also 1SG  to.lie-SIM+to.be-NPST=1SG  
「私は眠れなくても横になる」 (塩谷 1990: 80) 
 
 ここでは =č「も」が用いられていることから、文が後続の文につながることが明示され
る。しかし実際の言語使用ではこうした「も」が現れることなく、-sen や-bei, -n のついた
動詞が文の切れ目を示していないように見える例がある。4.1.2.3. で見るように、同じく 





 もう一つのパターンとして、-sen ではない過去を表すもう一つの動詞接辞 -lAA~-lii が用
いられた場合には前置否定が用いられる (3-69)。 
 
(3-69) es sonsliidaa. 
es   sons-lii=daa 
NEG  to.listen-PST=1PL.INCL 
「我々は聞かなかった」(恩和巴图 (编著) 1988: 438) 
 
なお、es は非主文の動詞述語の否定においても、主文から見て時間的に前に完了してい
る行為などを表す動詞述語に用いられることがある (3-70 a, b)。 
 
(3-70) a. … kuaamtiiyii kuaarteini es ačeraasaa ul šadenš… 
    kuaamtii-ii  kuaart-ini   es   ačer-aas-aa     ul   šad-n=š 
    PN-GA   sword-3SG  NEG  to.bring-COND-REFL NEG  to.be.able-NPSTII=2SG 
「お前はクアームティーの刀を持ってこなかったらできない」 





b. yeekiič kuiten aayieš ul ičiesmini ul bolen. 
yeekii=č  kuiten aa-yieš   ul  ič-ees=mini    ul   bol-n 
 how=ever cold  to.be-CONC neg to.go-COND=1SG  NEG  to.become-NPSTII 
    「どんなに寒くても行かなければいけない」(塩谷 1990: 67) 
 
 3-70 a, b ではいずれも同じ動詞接辞である条件 -AAs を付した動詞述語が否定されてい
るが、a. では es、b. では ul がそれぞれ現れている。これは主節述部の時制を基準として、








(3-71)  in tereg kai šadwei. 
in   tereg   kai-ø(<-ǰ)   šad-wei 
 3SG  car   to.drive-SIM  to.be.able-NPST 
   「彼は車が運転できる」(風間・山田 2014: 351) 
(3-72)  ter bas weeree warhlaa emseǰ ul šaden. 
ter   bas   weer-ee   warhl-aa    ems-ǰ     ul   šad-n 
that  yet  self-REFL  clothes-REFL  to.wear-SIM  NEG  to.be.able-NPSTII 
   「彼はまだ自分で服を洗えない」(塩谷 1990: 83) 
 
 なお、この -n について「非過去否定」つまり否定の意味を含意するものとして考える見
方もある (cf. Yu et al. 2010 では一部の -n に否定というグロスを振っている) が、-n が肯定
文で用いられる例もある (cf. 4.1.1.2. ) ことから、本論文では否定を含まない「非過去」と
見なしている。-n が否定で用いられるのは -n の状態性などを表す性質によるものと考え











る。この表現の否定は、本動詞の前に否定の ul を置く前置否定によって表現される (3-73)。
この例では、否定されるのは本動詞のみであると判断され、補助動詞に付された動詞接辞 
-bei は -n に置き換えられていない。 
 
(3-73) ter ugin keǰee eilgueemel ul medeǰaawei. 
ter   ugin  keǰee   eil-gu-ee-mel       ul   mede-ǰ+aa-wei 
that  girl  when  to.marry-FUT-REFL-REFLII NEG  to.know-SIM+to.be-NPST 





(3-74)  - šii edee badaa kiiǰaabeišie? 
    - badaa kiig uwei, badaa idǰaabbie. 
šii   edee  badaa   kii-ǰ+aa-bei=šie       
2SG  now  meal  to.make-SIM+to.be-NPST=2SG.Q     
badaa  kii-gu     uwei    badaa   id-ǰ+aa-b=bie  
meal  to.make-FUT NEG.EXIS  meal  to.eat-SIM+to.be-NPST=1SG  
「今料理していますか」「料理していない、食べているんだ」E 
 
 例  3-73 では補助動詞構造の本動詞のみが否定のスコープに入り、言わば  [ul 
mede]-ǰ+aa-wei 「[知らない]状態でいる」ととらえられるのに対し、例 3-74 では補助動詞
構造全体が否定され「[作っている状態]ではない」と解釈できる。後者では uwei がコピュ
ラたる aa_ にとって代わり、ul が用いられない ( ?kii-ǰ ul aa_ {to.do-SIM NEG to.be})。 
 (3-74) では、aa_ が uwei にとって代わられているばかりでなく、動詞接辞も -ǰ が -gu に
代わっている点も注意が必要である。これはすでに見てきた他の後置否定形式と同様に、
人魚構文型の構造をとることで先行する動詞が -gu, -sen といった名詞類修飾可能な形式
を要求されていると言える。なお、ハイラルでは類似の表現について -ǰ が保持される対称












(3-75) šii bas minii udeš elsen usgiimeni medeǰ uweišie? 
   šii  bas   minii    udeš    el-sen     useg-ii-meni   mede-ǰ    
2SG also  1SG.GEN  yesterday  to.say-PERF  word-GA-1SG  to.know-SIM  
uwei=šie    
NEG.EXIS=2SG.Q 





 恩和巴图 (编著) (1988) ではこの後置否定の形式を「現在」と説明するが、これは上述の
ような進行アスペクトの否定において使用されることを捉えたものなのであろう。他方、
これは「現在」のような時制でとらえると説明ができない例も多数見られる。例えば次の
例 3-76 は後置否定が使用されているが、 buni「明日」という語が使用されていることか
ら、未来の事象を表すものであると言える。また進行アスペクトとも解釈できない。 
 
(3-76) bii tend ul ičim, buni tanigu kuu iregu uwei. 
bii  tend  ul   iči-m      buni    tani-gu    kuu  ir-gu    





 3-76 の例は先行する文脈「そこに行かない」に対して「(なぜなら) 知っている人がいな




(3-77)  - in yuguu ul iren?      
- in eudiibei, tenn’ iregu uwei. 
in   yuguu  ul   ir-n    
3SG  why   NEG  to.come-NPSTII 
in   eudii-bei     tenn’  ir-gu     uwei  
3SG  to.be.sick-NPST  so   to.come-FUT  NEG.EXIS 

















 本節ではまず 3.6.1. においてダグール語の存在と所有の表現の概要について述べ、3.6.2. 
















3.6.2. 動詞 aa_ 
存在表現としてまず考えられるのが、日本語の「ある」に対応する動詞 aa を使うという
方法である。しかし実際にはこの動詞は補助動詞的な用法で用いられることが多く、存在




塩谷 (1990) が挙げる用例から、-wei (<-bei), -n, -wei を付して文を終止させているものに
ついて用例数をまとめると、次の表 3-4 のようになる。なお、アスペクト的な要素 -ǰ+aa_ に
含まれる aa_ は数えない。 
 
表 3-4: 動詞 aa_ が伴う動詞の形式 
動詞 aa_ が取る形式 用例数 
非過去 aa-wei, aa-n  0 
非過去進行 aa-ǰ+aa-wei 11 
過去 aa-sen 20 





いことが分かる (-sen の用例数 143 に対し -ǰ-aa-sen の用例数 6 であるので、過去進行の用




(3-78) ter arben doloo boltloo hotend aasen. 
ter  arben  doloo  bol-tl-oo       hoten-d   aa-sen 
that ten  seven to.become-TERM-REFL town-DAT  to.be-PERF    
   「彼は１７歳になるまで街にいた」(塩谷 1990:59) 
 
恩和巴图等 (编) (1988) の『ダグール語読本』から進行相を含まない非過去の形式を探す
と、実例は少ないながら次のような例が得られた。 
 
(3-79)  tenger duar medwu huu baraan aagaas, sanaa medwu huu aabei. 
  tenger duar    med-gu    huu  baraan  aa-gaas,    sanaa   med-gu  
sky  preference to.know-FUT person many  to.be-COND  thought to.know-FUT 
huu   aa-bei 
person  to.be-NPST 
「天の好みを知る者多ければ、気持ちが分かる者もいるものだ」 
恩和巴图等 (编) (1988: 344) 
 
 この例 3-79 では aa-bei という非過去無標の存在動詞が使われているが、ここでは先行
する文脈 (baraan aagaas「たくさんいれば」) と対比されているために現れたものと考えら
れる。 
 表 3-4 で「進行」としたものは、3.2.2.1. で見た補助動詞構造であり、aa_ が補助動詞と
して用いられるものである。このような本動詞と補助動詞に同じ存在動詞が現れる構造は
モンゴル語にもみられる。非過去時制においては進行の形式を (=現在であることが明示さ
れている) とる形式のほうがよく見られる (3-80, 3-41 再掲)。 
 
(3-80) bii ailii emel beid aaǰaaweibie. 
   bii  ail-ii    emel bei-d     aa-ǰ+aa-wei-bie 
1SG  village-GA south direction-DAT  to.be-SIM+to.be-NPST=1SG 





(3-41 再掲) šii haan’ aaǰaaweišie. 
šii  haan’  aa-ǰ+aa-wei=šie 
2SG where to.be-SIM+to.be-NPST=2SG.Q 
「お前今どこにいるんだ」(塩谷 1990: 55) 
 





(3-81) a. tend kuu aawei. 
    tend  kuu   aa-wei 
    there person  to.be-NPST  
「そこに (常に、いつも) 人がいます」DS 
   b. tend kuu aaǰaawei. 
    tend  kuu   aa-ǰ+aa-wei 
    there person  to.be -SIM+to.be-NPST  
「そこに (今のところ) 人がいます」DS 
 
3.6.3. 存在を表わす語 bei 
テンスやアスペクト的に無標の存在を示す語としては bei がある (3-82)。この語の用例
は塩谷 (1990) に 22 例見られる。 
 
(3-82) baawaašni haan’ bei? 
   baawaa=šeni haan’ bei 
father=2SG  where EXIS 






(3-83) naad bei, tendee edee čieyaa haan beiyiini medgu uweibi. 
   naad   bei   tendee  edee  čieyaa  haan   bei-ini   med-gu    uwei=bi 
   1SG.DAT EXIS  but   now  tea.leaf where   EXIS-3SG  to.know-FUT NEG=1SG 
   「私にはありますが、今どこに茶葉があるかわかりません」(恩和巴图等 (编) 1985: 7) 
100 
 
 これは 3.3.2. 表 3-1 の A5 で Dixon (2010) が想定する「A (存在者) B (存在の場所)」型
の名詞述語文とは異なるが、「A (存在者) B (存在)」という構造で B という存在を表す述
語が存在の場所を表す項を取ることで表現される存在の構文であると言える。ただし、A1
「同定」A2「属性」などの名詞述語文と異なり、テンスやアスペクト的に有標の場合には






tostii utum「バターを塗った (<油がある) ホットケーキ」、kuguntii daačaan「綿入りの (<




(3-84) en’ wairelčuu gaǰir baraan čolootie, tarie tarigud ǰubdel uwei. 
   en’  wairelčuu gaǰir  baraan čoloo-tie  tarie  tari-gu-d    ǰubdel  uwei. 
   this near    place many stone-PROP crop  to.plant-FUT-DAT suitable NEG.EXIS 




















(3-85)  存在／所有であると言い得そうな例 
   učiiker「子供」  > učiikertii「子供がいる」 
   šigee「森」   > šigeetii「森がある」 
   saten「砂糖」  > satentii「砂糖がある」 
   やや抽象的な例 
   ǰoos「お金」   > ǰoostii「お金がある」 
eren「時間」   > erentii「時間がある／暇だ」 
aǰel「仕事」   > aǰeltii「仕事がある」 
抽象的で、存在らしくない例 
taaw「五」    > taawtii「五歳」 
largien「面倒」  > largientii「面倒だ」 
duar「好み」   > duartie「好きだ」 











(3-86) geridee heden angeltaa? baa geridee doloo angelbaa. 
   geri-d-ee    heden    angel=taa   
   house-DAT-REFL how.many family=2PL   
   baa     geri-d-ee    doloo  angel=baa 
   1PL.EXCL  house-DAT-REFL seven family=1PL.EXCL 
    「あなたたちは何人家族ですか」「私たちは七人家族です」(恩和巴图等 (编) 1985: 12) 
 










(3-87) tednii gerin bas ailii hoo duandin. 
tednii   ger-in    bas  ail-ii     hoo  duand-in 
   3PL.GA  house-3SG also village-GA  all  middle-3SG 
   彼らの家は村のど真ん中だ (Yu et al. 2008: 202) 
 
このような構文は他の方言で見いだされず、モンゴル語などにもみられない。新疆ダグ





 ダグール語では存在表現の否定、不在「～がない」を表すには uwei を用いる。モンゴル
語の場合は存在動詞 bai_ を否定形にしたり、2 種類の不在を表す語 (ügüi, alga) を用いたり
する方法があり、存在表現と並びその否定表現も複数の選択肢がある。ダグール語の場合、
存在動詞 aa_ の否定形が現れず、不在を表す語についても 1種類のみ確認されることから、
存在表現の否定としては肯定の 3 種類に対して 1 種類がこれに対応すると言える (3-88)。 
 
(3-88) ter hekidini heur uwei. 
ter   heki-d-ini    heur  uwei 
that  head-DAT-3SG  horn  NEG 
   「その頭には角がない」(恩和巴图等 (编) 1985: 58) 
 
 この uwei という語は、3.5. 否定において動詞の否定形式にも使用されるものとして紹介
したが、名詞類の語である。したがってその使われ方については bei にもっとも近いもの
と考えたいが、これについては次項で詳細に扱う。なお、進行や完了などのようにアスペ
クト的に有標である場合にはコピュラ aa_ を用い、uwei aa_ という表現を用いる。肯定の








山田 (2011) ではダグール語における 3 種類の存在表現を、主語・述語の観点から調査し
た。これによると、動詞 aa_ と存在を表す語 bei は、存在物「あるもの、存在するもの」
が主語に立つ (3-41 再掲, 3-89)。一方で接辞 -tii の付された形式は、その存在する場所や所
有者が主語に立つ (3-90)。 
 
(3-41 再掲) šii haan’ aaǰaaweišie? 
  šii  haan’  aa-ǰ+aa-wei=šie 
  2SG  where  to.be-SIM+to.be-NPST=2SG.Q 
  「あなたは今どこにいますか」(塩谷 1990: 59) 
(3-89) šamd čie yies bei yee? 
  šamd   čie yies  bei=yee 
  2SG.DAT   tea leaf  EXIS=Q 
「あなたは茶葉を持っていますか。」 (塩谷 1990: 53) 
(3-90) šii čie yiestiiš yee? 
  šii  čie yies-tii=š=yee 
  2SG  tea leaf-PROP=2SG=Q 
「あなたは茶葉を持っていますか。」(塩谷 1990: 53) 
 
ダグール語において述語人称と呼応する主語が、典型的には旧情報をマークするもので
ある (4.1.3. も参照のこと) とすると、それぞれの表現形式は新情報として焦点が当たる部
分に異なりがあることになる。すなわち、動詞 aa_と存在を表す語 bei では、存在する場所
などの状態に重きが置かれ、接辞 -tii は存在そのものあるいは被所有物に重点が置かれて
いるということができる。 
しかし塩谷 (1990) では次のような指摘もある。主語として存在物をとる動詞 aa_ と存在
を表す語 bei について、主語が所有者を表すような例がある。先の 3-89 に対し、šamd「あ
なたに」が削除されると次の 3-91 のように主語として二人称単数つまり所有者がマークさ
れるという。これは「文法的には問題があるが、口語では一応適格文として認めうる」と
している (塩谷 1990)。 
 
(3-91) čie yies beiš yee? 
   čie yies  bei=š=yee 
   tea leaf  EXIS=2SG=Q 
   「茶葉はありますか。」(塩谷 1990: 54) 
 
3-89 は直訳すれば「あなたに、茶葉がありますか」と解釈でき、述語たる bei「ある」に





を置く -tii との類推から bei がむしろ存在するものをマークする接辞のように働くように
なった、あるいは所有構造に近づいた例外的なものと考えられる (4.1.2.2. の例 4-24 で見る
疑問文中の二人称単数の出現と同じものと説明できる可能性もある)。 
 さらに動詞 aa_ にも、次のような例が見られる。この例 3-92 では、aa_ の項として šii 
{2SG} と eren「時間」があり、述語人称を見ると二人称単数が主語であるとわかる。 
 
(3-92) šii kerwel učeek ert bosgud aagaasaa ertii budaa idegu eren aasenšie.    
   šii  kerwel učeek ert  bos-gu-d      aa-gaas-aa    ert-ii    budaa 
   2SG  if   little  early to.get.up-FUT-DAT  to.be-COND-REFL  morning-GA  meal 
 id-gu   eren  aa-sen=šie    
to.eat-FUT time  to.be-PERF=2SG 
  「あなたがもし少し早く起きれば、朝御飯を食べる時間があったのに」(塩谷 1990: 85) 
 
この文では aa_ が二人称単数代名詞 šii を主語として取っていて、eren「時間」が項と






 次に、3種類の存在表現に対する否定の uwei の取る主語項について見てみる。結論から
先に述べると、存在物が主語となる場合も、所有者が主語となる場合も両方見られる。次
の 3-93 は存在表現が主節にないため述語人称が現れていないが、所属人称が節内の主語二
人称単数をマークしている。この部分を取り出すと 3-93’ のようになるであろう。 
 
(3-93) bii kerwel šamii tulkuur uweišni medegud aagaasaa eudee ul golǰigu aasenbie.    
   bii  kerwel šamii  tulkuur  ii-šeni    med-gu-d    
  1SG  if   2SG.ACC key   NEG.EXIS-GA-2SG to.know-FUT-DAT 
  aa-gaas-aa     eud-ee   ul  golǰ-gu    aa-sen=bie 
  to.be-COND-REFL  door-REFL NEG to.lock-FUT  to.be-PERF=1SG 
   「もしあなたに鍵が無いと知っていたら、ドアを閉めないでおいたのに」 





(3-93’) šii tulkuur uweišie 
   šii  tulkuur  uwei=šie 






(3-94) uwei, namd har saten uwei, čigaan saten bei. 
   uwei namd   har  saten uwei   čigaan  saten bei 
   NEG  1SG.DAT  black sugar NEG.EXIS  white  sugar EXIS 
   「いいえ、黒砂糖はありません。白砂糖はあります」(塩谷 1990: 53) 
 
 さきに見た bei や aa_の主語項に例外的な表れが生じるのは、主語項が安定しないこの
uwei が影響している可能性もあるだろう。 
 ここまで概観してきた「主語として何を取るか」(=述語人称はどの項と照応するか) とい
う観点からこれを整理すると次の 3-95 のようになる。 
 
(3-95) a.  aa    biteg   nadad   aa-bei.   「本は私のところにあります」 
          book 1SG.DAT to.be-NPST  主語は本 存在するもの 
   b.  bei    biteg nadad  bei.    「本は私のところにあります」 
          book 1SG.DAT EXIS    主語は本 存在するもの 
   c.  -tii  bii biteg-tii=bi.        「私は本があります」 
        1SG book -PROP=1SG         主語は私 所有者 
   d.  uwei bii biteg      uwei=bi.  「私は本がありません」 
        1SG book     NEG.EXIS=1SG 主語は私 所有者 
          biteg namd  uwei .   「本は私のところにありません」 
          book 1SG-DAT NEG.EXIS   主語は本 存在するもの 
 
aa_ と bei は、主語として存在物を、-tii は主語として所有者を取る。これらに対応する
否定表現 uwei はいずれの体系にも対応している。これをまとめると次のようになる。 
 
表 3-5: 存在表現 3 種類の使い分け 
焦点 主語 時制、相について有標 時制、相について無標 
存在そのもの 所有者、存在する場所 (-tii aa) -tii 



























































 本項ではまず主節とは何か概要を 4.1.1.1. で述べる。その上で、主節の機能を叙述 




 主節とは、「文」を構成する節のうち主たるものを指す。RRG (Role and Reference Grammar)
の枠組みにおいて節とは内核 (nucleus)、中核 (core)、節 (clause) という層状構造を成すも

















する。終助詞を付すことができる形式とは、凡そ表 2-1 (再掲) の動詞接辞がこれにあたる。 
 
表 2-1: 終助詞を付すことができる動詞接辞 (再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 
-yaa(,-yaat) 意志 -VOL 〇    
-ø 命令 -IMP 〇    
-t 複数命令 -IMP.PL 〇    
-tgei 許可 -PERM 〇 △   
-bei 非過去 -NPST 〇 〇   
-n 非過去 II -NPSTII 〇 〇   
-lAA, -lii 過去 -PST 〇 〇   
-sen 完了 -PERF 〇 〇 〇 〇 
 
この他、表 2-2 (再掲) では一部の終助詞を付すことが可能な形式が 2 つ挙げられており、
これも考察の対象とする。 
 
表 2-2: 所属人称接辞を付すことができる動詞接辞 (再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 







△  〇  
-AAs 仮定 -COND   〇  
-tel 限界 -TERM   〇  




立刻 -IMD   ○  
 
 この他、すべての名詞類述語もまた終助詞を後続させることが可能である。名詞類述語
について具体的な議論は 3.3. で行ったが、補助動詞的にコピュラ aa_ が用いられるものに
ついては、やはり上述の動詞接辞が現れる。 
 以下では、これらの動詞接辞のうち述語人称を付すことができるか否かで二分し、でき








表 4-1: 終助詞と述語人称を付すことが可能な動詞接辞 (表 2-1 より抜粋して再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 
-bei 非過去 -NPST 〇 〇   
-n 非過去 II -NPSTII 〇 〇   
-lAA, -lii 過去 -PST 〇 〇   
-sen 完了 -PERF 〇 〇 〇 〇 
 
 非過去の形式には -bei と -n の 2 つがあり、3.5. で述べた通りこれらは基本的に肯定・
否定で使い分けられる (3-53 再掲)。 
 
(3-53 再掲) a.  oobei. 
        oo-bei 
        to.drink-NPST 
        「飲む」(肯定) 
      b.  ul oon. 
        ul   oo-n 
        NEG  to.drink-NPSTII 
        「飲まない」(否定) 
 
 否定文でありながら -bei が用いられているかに見える次の例 3-73 (再掲) は、次のよう
な補助動詞構造に見られる。これは否定のスコープが本動詞のみにかかっているため、補
助動詞 aa-bei の動詞接辞が -bei のままであるものと考えられる。 
 
(3-73 再掲) ter ugin keǰee eilguemel ul medeǰaawei 
ter   ugin  keǰee   eil-gu-ee-mel       ul   med-ǰ+aa-wei 
that  girl  when  to.marry-FUT-REFL-REFL  NEG  to.know-SIM+to.be-NPST 
 「その少女は自分がいつ結婚するか知らない」(塩谷 1990: 59) 
 
 他方、-n は 3.5.2.3. でも触れた通り、必ずしも否定文にのみ現れるわけではないため、





(4-1) ǰau ald taliiyu, ǰiduuǰ tondooken ǰorilgaan. miangen nirges huriiyu, miaakaal uwei čiečliibi. 
   ǰau    ald     tal-iiyu,   ǰiduu-ǰ   tondookun ǰorilgaa-n     miangen 
hundred chi(length) field-ACC  to.dig-SIM straight  to.direct-NPSTII  thousand 
nirgis  hur-iiyu   miaakaal    uwei    čieč-lii=bi 
grain seed-ACC  dissatisfaction  NEG.EXIS  to.scatter-PST=1SG 
「百尺の土地を／掘り起こしてまっすぐにする／千粒の種を／もれなく撒いた私」 
(恩和巴图 (编著) 1988: 192) 
 
 また、次の例 4-2, 4-3 のように疑問の =yee を伴って聞き手に対する糾弾を含意する表現
においても現れやすいようである。 
 
(4-2) weeree hoo medgu uweiyee ul meden bas huuyii basenš yee.  
   weer-ee   hoo    med-gu    uwei-yee    ul   med-n     bas 
self-REFL  everything to.know-FUT NEG.EXIS-REFL NEG  to.know-NPSTII also 
huu-yii   bas-n=š=yee 
person-GA to.ridicule-NPSTII=2SG=Q 
「自分では何も知らないことも知らずに、人を笑うのか」(恩和巴图 (编著) 1988: 355) 
(4-3) weerie ul hiiǰie elmeng huuyii saatenš yee! 
   weeri-ee  ul   hii-ǰie     elmeng  huu-yii   saat-n=š=yee 
self-REFL  NEG  to.do-SIMIII  rather  person-GA to.interrupt-NPSTII=2SG=Q 
「自分ではせず、むしろ人の邪魔をするのか」(恩和巴图 (编著) 1988: 428) 
 
 この他、el_「言う」, med_「知る」など発話内容や節を支配しうる動詞、また新疆では taal_
「好む」のような動詞に肯定の -n が現れやすい傾向が若干あるようである。 
 過去時制を表す場合には基本的に完了の -sen が用いられる。過去 -lAA ~ -lii はやはり韻
文で現れやすい (cf. 4-1)。-sen の使用の拡大に伴い使われにくくなった古い形式と言えるか
もしれない。 
 恩和巴图 (编著) (1988) は当該要素につき述語人称が付されると -lii という形式が現れ
やすいという。次の例 4-4 のように -lAA に述語人称が付される例もあるので、あくまで音
的な傾向にすぎないようである。 
 
(4-4) ter huuyii šii borooti ul duarelǰaalaaš.  
ter  huu-yii   šii   borooti  ul   duarel-ǰ+aa-laa=š 
that person-GA 2SG  very   NEG  to.like-SIM+to.be-PST=2SG 





 表 2-1, 2-2 のうち述語人称を付すことができないが終助詞を付すことができるものを本
項で扱う。対象となる形式を次の表 4-2. に示す。 
 
表 4-2: 終助詞を付すことができるが、述語人称を付すことができない動詞接辞 
 (表 2-1, 2-2 より抜粋して再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称 格接辞 
-yaa(,-yaat) 意志 -VOL 〇    
-ø 命令 -IMP 〇    
-tu 複数命令 -IMP.PL 〇    
-tgei 許可 -PERM 〇 △   







△  〇  
 
 これらのうち特殊なのは未来 -gu である。これは連体修飾節や準体節の動詞述語に付さ
れる動詞接辞であるが、3.4.2. で見た人魚構文の先行要素として主節の述部を成すことも可
能である。これが終助詞 =dee, =imwoo を伴う例を、4-5, 4-6, 4-7 に示す。 
 
(4-5) en’ bait gaigerdegu dee!  
   en’  bait  gaigerd-gu=dee 
   this  event to.be.surprising-FUT=SFP 
「これはおかしいだろう！」(恩和巴图 (编著) 1988: 433) 
(4-6) bii kerwel terwel asoogud aagaasaa yuguu tueerigu dee! 
bii  kerwel  terwel asoo-gu-d    aa-gaas-aa     yuguu  tueeri-gu=dee 
   1SG if    way  to.ask-FUT-DAT to.be-COND-REFL why   to.get.lost-FUT=SFP 
   「私がもし道を尋ねていたら、どうして迷うことがあっただろうか」(塩谷 1990: 85) 
(4-7) bii en’ beyeerini yawaasaa ǰubdeltie imwoo, hašil ter beyeerini yawgu imwoo? 
bii  en’  bey-eer-ini   yaw-aas-aa   ǰubdel-tie=imwoo  hašil  ter     
   1SG this body-INS-3SG to.go-COND-REFL correct-PROP=Q or   that   
bey-eer-ini    yaw-gu=imwoo 
  body-INS-3SG  to.go-FUT=SFP 









に buu という否定語を用いた前置否定を用いるという共通点も挙げられる (cf. 3.5.1.1.)。以
下、それぞれの接辞が付された動詞述語の用例を挙げる。これらの形式が述語人称を付す
ことができないのは、基本的にいずれも主語となる項を意味的に制限しているからである。 




(3-11 再掲)  bii idee taliyaa 
bii   id-ee     tali-yaa 
1SG  to.eat-ANTII  to.put-VOL 
「私が食べてしまおう」(恩和巴图 (编著) 1988: 387) 
(4-8) bad nekend ǰuleen uǰyaat. 
   bad  nekend  ǰuleen  uǰ-yaat 
1PL  together book  to.see-VOL.PL 
「私たち、一緒に本を読みましょう」(Yu et al. 2010: 212) 
 
 命令は二人称主語を取る場合にのみ使用され、「～しろ」という意味を表すものである。
主語の単複により、-ø, -tu の使い分けがある(3-59, 3-26 いずれも再掲)。 
 
(3-59 再掲) ul medeesee ul medenbi el. 
   ul   med-ees-ee     ul   med-n=bi       el-ø 
NEG  to.know-COND-REFL NEG  to.know-NPSTII=1SG  to.say-IMP 
   「知らないなら、知らないと言え」(恩和巴图 (编著) 1988: 437) 
(3-26 再掲)  henii čii irgui tall buu neeǰukutuu! 
   hen-ii=čii     ir-gu-ii      tall    buu  nee-ǰ+uku-tu 
who-GA=ever  to.come-FUT-GA  although  PROH  to.open-SIM+to.give-IMP.PL 
「誰が来ても戸を開けてやってはいけない」(恩和巴图 (编著) 1988: 446) 
 
 許可 -tgei は三人称主語の場合に用いられるもので、「～させよう、～させろ、～させて
おけ」などといった意味を表すものである (4-9)。主語が複数の場合に述語人称 =sel が付
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されることがある (4-10) が、必須ではない (恩和巴图 (编著) 1988: 336)。例 4-11 では主語
が複数だが =sel が現れていない。 
 
(4-9) uǰiesee uǰiičitgei, duraa medetgei.  
   uǰ-ees-ee     uǰiič-tgei,      dur-aa      med-tgei 
   to.see-COND-REFL to.go.to.see-PERM  preference-REFL  to.know-PERM 
「見るなら見させろ、好きなようにさせろ」(恩和巴图 (编著) 1988: 336) 
(4-10) čulee aagaasaa ireesee iretgeisel.  
   čulee  aa-gaas-aa     ir-ees-ee      ir-tgei=sel 
   free  to.be-COND-REFL  to.come-COND-REFL to.come-PERM=PL 
「暇があれば、来たいときに来させなさい」(恩和巴图 (编著) 1988: 336) 
(4-11) hen, ted yooč hiitgei.  
   hen,  ted   yoo=č   hii-tgei 
   INT  those what=ever to.do-PERM 
「ふん、彼らの好きなようにさせておけ」(恩和巴图 (编著) 1988: 459) 
 




いう意味を含意するものとされる (恩和巴图 (编著) 1988: 340) ため未来命令と呼ぶが、用
例数が少なくなお検討を要する。また単数 -gAAnie, 複数 -gAAntie という形式は所属人称
を付さずに二人称に対する命令を表す要素として頻繁に用いられる。 
次はそれぞれの所属人称が付された例 4-12 ~ 4-18 と、-gAAnie, -gAAntie の用例 4-19, 
4-20 である。 
 
(4-12) bii ičiesee šamd ǰaagaanmeni.  
   bii   ič-ees-ee     šamd    ǰaa-gaan-meni 
   1SG  to.go-COND-REFL 2SG.DAT  to.tell-FUT.IMP-1SG 
「私が行くならあなたに伝えよう」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-13) šii ičiesee namd ǰaagaanšeni. 
   šii   ič-ees-ee     namd    ǰaa-gaan-šeni 
   2SG  to.go-COND-REFL 1SG.DAT  to.tell-FUT.IMP-2SG 





(4-14) hulaadii ičgeeniini. 
   hulaadii  ič-geen-iini 
   PN   to.go-FUT.IMP-3SG 
   「フラーディー (人名) に行かせよう」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-15)  baa buni ičgeenmaani.  
   baa     buni    ič-geen-maani 
   1PL.EXCL  tomorrow to.go-FUT.IMP-1PL.EXCL 
   「我々は明日行こう」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-16) badi hauyaaraan ičgeennaani.  
   badi    hauyaaraan  ič-geen-naani 
   1PL.INCL  together   to.go-FUT.IMP-1PL.INCL 
   「私たちはみんなで行きましょう」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-17) taa bas ičgeentaani.  
   taa   bas   ič-geen-taani 
   2PL  also  to.go-FUT.IMP-2PL 
   「あなた方も行ってください」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-18) aan hoyooloon ičgeeniinaani.  
   aan   hoyooloon  ič-geen-iinaani 
   3PL  by.two   to.go-FUT.IMP-3PL 
   「彼ら 2 人で行かせよう」(恩和巴图等 (著) 1988: 52) 
(4-19) ter lonkutii šar tosii arčgaanie!  
   ter  lonku-tii   šar    tos-ii   arč-gaanie 
   that bottle-PROP  yellow  oil-GA  to.take-FUT.IMP.2SG 
「そのバター入りの瓶を持っていきなさい」(恩和巴图 (编著) 1988: 195) 
(4-20) kekuimeni haǰirguorini nekend naadgaantie.  
   keku-ii-meni   haǰir-gu-oor-ini      nekend  naad-gaantie 
   child-GA-1SG  to.get.home-FUT-AI-3SG  together to.play-FUT.IMP.2PL 
「子どもが帰ったら一緒に遊んでやってね」 (恩和巴图 (编著) 1988: 342) 
 
4.1.2. 述語人称 










無しに現れるほどの独立性は有さない。次の 4-21, 4-20, 4-23 は名詞類述語に付された例で
ある。例 4-22 は名詞類述語と述語人称の間に所属人称が現れる例である。 
 
(4-21) bii tuyaabie. 
bii  tuyaa=bie 
   1SG PN=1SG   
   「私はトヤーです」(恩和巴图 (编著) 1988: 229) 
(4-22) šii kekuimeni sebiniš kaw? 
šii  keku-ii-meni  seb-ini=š=kaw 
   2SG child-GA-1SG teacher-3SG=2SG=SFP 
   「あなたはうちの子の先生ですか」(恩和巴图 (编著) 1988: 229) 
(4-23) šii minii meemeemeni bišenšie 
šii   minii   meemee-meni  bišen=šie  
2SG  1SG.GEN mother-1SG   NEG=2SG  







表 4-3: ダグール語の述語人称 
 単数 複数 
一人称 =bi~=bie =baa (包括) 
=daa (除外) 
二人称 =š =taa 
三人称  (=sel) 
※三人称複数の形式に丸括弧 ( ) を付したのは必ず現れるわけではないためである。 
 
 以下、ダグール語の述語人称の音韻・形態的特徴を 4.1.2.2. で、その使われ方を 4.1.2.3. で





 前節の表 4-3 で見た述語人称の基本形は名詞類述語の平叙文に付された場合に現れる形
式である。述語人称によって、先行する動詞接辞や後続する終助詞と同化または融合する
ことで、異形態を成すものがある。次の表 4-4 は非過去 -bei が各述語人称と融合した形を
示したものである。 
 
表 4-4: 非過去と述語人称 (形式が不可分のものについては、接語境界を示す = を省略) 
 ブトハ [B] チチハル [Q] ハイラル [H] 新疆 [X] 
SG PL SG PL SG PL SG PL 










二人称 -b(ei)=š -b(ei)=taa -b(ei)=š -b(ei)=taa -w(ei)=š -w(ei)=taa -b=š 
~-w=š 
-w=taa 
三人称 -bei -bei(=sul) -bei -bei(=sul) -wei -wei(=sul) -bie -bie 
(恩和巴图 (编著) 1988 をもとに作成) 
 
 表からは次のことが分かる。まず第一に -bei は述語人称が付されると母音が脱落し -b 
という形になりやすい。表中の ( ) は任意であることを示すものであるが、母音部分が脱落
するかどうかは地域ごと、また人称ごとに異なる。次に、こうした母音脱落の結果として
子音 /b/ が連続するとブトハと新疆において bb > w の変化が起こりうる。 
以下ではそれぞれの人称ごとに様相を見る。 
 この他、二人称単数と三人称の述語人称について形態的特徴を述べる。 
 二人称単数の述語人称 =š は疑問の終助詞 =yee と融合し =šie という形になりやすい。
融合の結果、=šie が疑問マーカーであると再解釈され、二人称単数主語以外で現れること
も稀にある。次の例 4-24 では、主語 (動詞 ir_「来る」の動作主) は šau hon「紅さん (人
名)」という三人称単数であると考えられるが、=šie {=2SG.Q} が現れている。 
 
(4-24)  šau hon irsenšie. 
šau+hon  ir-sen=šie      
    PN   to.come-PERF=2SG.Q   
    「紅さんが来たのか」(山田 2016) 
 
 三人称の述語人称は、基本的に単複ともに無標であるが、複数では =sel が現われるこ
とがある (4-25)。=sel は名詞類につく複数接辞 -sel と同形であるが、名詞類以外にもつき
うる述語人称のパラダイムとして現れることから別個の接語 =sel であると見做す。これは 
-tgei にも付されうる (cf. 4.1.1.3.)。 
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(4-25)  tikeer areg uwei boloor guarbuulaa wantyaa gelǰ eudee geuliǰie wantsensel. 
tikeer  areg   uwei    bol-oor     guarbuul-aa  want-yaa    gel-ǰ 
   then   method NEG.EXIS  to.become-ANT by.three-REFL to.sleep-VOL  to.say-SIM 
 eud-ee   geuli-ǰie    want-sen=sel 
door-REFL to.lock-SIM  to.sleep-PERF=PL 
  「仕方なく、「三人で寝よう」と言って戸締りして寝ることにした。」(山田 2018: 168) 
 
4.1.2.3. 用法 




(4-26)  baa unees huaindaa egš deu hoyooloo saihen amidaawbaa. 
baa un-ees  huain-d-aa    egš    deu    hoyool-oo   saihen    
   1PL this-ABL back-DAT-REFL big.sister little.sister by.two-REFL beautifull   
amidaa-w=baa 
to.live-NPST=1PL  
   「私たちはこれから姉妹二人でうまくやっていきます」(山田 2018: 201) 
(4-27)  bii utgai naadeǰ yawgu duartii kuub(i). 
   bii  utgai  naad-ǰ   yaw-gu   duar-tii    kuu=b(i) 
   1SG just  to.play-SIM to.go-FUT  prefer-PROP  person=1SG 
   「私は遊びに行くのが好きな人です」(锡莉・布日古德 2014: 141) 
(4-28) taa niargen niursentaa. 
   taa  niargen  niur-sen=taa 
   2PL picture  to.draw-PERF=2PL 
   「君らは絵を描いた」(Yu et al. 2010: 210) 
 




一人称複数の代名詞は他地域での包括 badi が、述語人称としては他地域の除外 =baa が用
いられる。また、ハイラルでは人称代名詞 taa が二人称単数の敬称としても用いられうる。





(4-29) taa sain aaǰaawšie? 
taa  sain  aa-ǰ+aa-w=šie 
   2PL good to.be-SIM+to.be-NPST=2SG.Q 
   「あなたは元気ですか」 (≒「こんにちは」) Q 
 




(4-30) bii dewtiyee hoyool ger taldenbaa. 
bii  dew-tii-yee      hoyool  ger   tal-den=baa 
   1SG little.brother-COM-REFL by.two  house to.put-PERF=1PL.EXCL 
   「私は弟と二人で家を建てた」(Yu et al. 2010: 51) 
 
なお、述語人称は斜格経験者項、受動の動作主項、使役の被使役者項などには一致しな
い。例 4-31 は「兄弟姉妹」の所有者である与位格項 šamd {2SG.DAT} に一致した述語人称
は現れない。無標で三人称主語 (この場合、ag deu egč ugin deu「兄弟姉妹」) に照応してい
る。例 4-32 は被使役者で実際に動作を行う deu「弟」に一致せず、使役者 bii {1SG} に一
致している。 
 
(4-31) šamd ag deu egč ugin deu bei yee? 
šamd    ag     deu     egč    ugin   deu     bei=yee 
   2SG.DAT  big.brother little.brother  big.sister daughter little.brother EXIS=Q 
「あなたは兄弟姉妹がいますか」(锡莉・布日古德 2014: 18) 
(4-32) bii deudee nek kakraa barilgaasenbi. 
bii  deu-d-ee       nek  kakraa  barilgaa-sen=bi 
   1SG little.brother-DAT-REFL one  fowl   to.let.catch-PERF=1SG 











(4-33) bii bas ideǰ bolbei yee? – bolbei. 
bii   bas   id-ǰ     bol-bei=yee?    –  bol-bei. 
   1SG  also  to.eat-SIM  to.become-NPST=Q   to.become-NPST 
   「私も食べていいですか」「いいですよ」E 
 
 4-33 の先行する文「私も食べていいですか」では id_「食べる」の動作主である bii {1SG} 
が文の主語となり、述語人称 =bi {=1SG}が現れることが期待されるが、無標である。同様
に後続の文でも、動作者 (ここでは id_「食べる」の動作主で質問者である二人称) や許可




(3-15 再掲)  šii udeš ert yeekeeyees weilee kiiǰ eurkeesenšie? 
šii  udeš   ert    yeekee-yees  weil-ee   kii-ǰ    eurkee-sen=šie 
   2SG yesterday morning when-ABL  job-REFL  to.do-SIM  to.start-PERF=2SG.Q 




(4-34) dagii gargii durbend bii butun dučin dolootii bolweibie. 
dagii  garg-ii  durben-d  bii  butun  dučin  doloo-tii  bol-wei=bie 
   next  week-GA four-DAT  1SG all  forty seven-PROP to.become-NPST=1SG 







(4-35) bii kumun sonsw duartie. 
bii  kumun  sons-gu    duar-tii 
1SG music  to.listen-PTCP preference-PROP   










(4-36) kerbee bii šamtii yawǰ ul šaden geleesmeni, šii yoo gelǰ sanweišie? 
   kerbee bii  šamtii  yaw-ǰ    ul  šad-n       gel-ees-meni    šii  yoo 
   if   1SG 2SG.COM to.go-SIM  NEG to.be.able-NPSTII  to.say-COND-1SG  2SG what 
  gel-ǰ    san-wei=šie 
  to.say-SIM to.think-NPST=2SG 




 また次のような対比の文脈でも述語人称が現れないことがある。例 4-37 は文の途中であ
ると見なされるためである可能性もあるが、例 4-38, 4-39 は文末の位置で述語人称が現れて
いない。 
 
(4-37) bii šamaas hoiroor ag, deumeni namaas hoir nas deu. 
bii  šamaas  hoir-oor  ag,     deu-meni    namaas  hoir  nas     
   1SG 2SG.ABL two-INS big.brother little.brother-1SG 1SG.ABL two  years.old  
deu 
little.brother 
   「私はお前より二歳年上で、弟は私より二歳年下だ」(塩谷 1990: 55) 
(4-38) ǰieǰiemeni bur ig, bii bur učiikenini. 
ǰieǰie-meni   bur  ig  bii  bur  učiiken-ini 
   big.sister-1SG all big 1SG all small-3SG 
   「姉さんは一番年上で、私は一番年下だ」(塩谷 1990: 55) 
(4-39) bii eldeb hačin sonin sebǰeenii sonssen aatgaič, hari tiimer sebǰeenii sonssen uwei. 
bii  eldeb  hačin  sonin    sebǰeen-ii   sons-sen   aa-tgai=č    hari  tiimer  
   1SG any  kind  interesting happiness-GA to.hear-PERF to.be-PERM=also but  such  
sebǰeen-ii    sons-sen   uwei 
happiness-GA  to.hear-PERF NEG.EXIS 
「私は色々な種類の吉報を聞いてきたが、こんな楽しい話は聞いたことがない」 




 本項では 4.1.3.1. において終助詞と呼ぶべき一連の要素の概要を述べ、以下これらの要素




終助詞とは、次の例 4-40, 4-41, 4-42 の下線部に見るような文末に現われる小辞のことで
あり、聞き手への働きかけなどモーダルな文法範疇に関わるものである。典型的には恩和






し、例文の実現形 (1 行目) では引用元の表記にならい分かち書きする。 
 
(4-40) taa namd nek aišilǰ ukweitaa yee? 
taa  namd    nek  aišil-ǰ     uk-wei=taa=yee 
2PL  1SG.DAT   one  to.help-SIM  to.give-NPST=2PL=Q 
「ちょっと手伝っていただけませんか (目上の人に対して)」(塩谷 1990: 91)  
(4-41) šinii šinken magel emesseniišeni činčilsen uweib kee. 
šinii    šinken magel  emes-sen-ii-šeni    činčil-sen    uwei=b=kee 
2SG.GEN  new  hat   to.wear-PERF-GA-2SG  to.notice-PERF  NEG.EXIS=1SG=SFP 
「あなたが新しい帽子をかぶっていることに気づきませんでした」(塩谷 1990: 82)  
(4-42) bii nee šadguwemee, šii irǰ nee kenee. 
bii   nee-ø (<-ǰ)   šad-gu+uwei=mee       šii   ir-ǰ       






の研究と、ジンガン (2010) によるモンゴル語のモダリティ表現に関する研究を参照する。 
風間 (1992) は日本語を中心とした接尾型言語について、定動詞として用いられる場合の 
動詞複合体について検討している。日本語の定動詞として文末に用いられる動詞複合体の 
承接関係において、その最後に位置することになるのが終助詞である。風間 (1992) は日本




は屈折しない (それ以上後ろに屈折形式が付されることがない) ものである (ibid: 249- 
250) 。 




の機能は判断のムードや働きかけのムードで、日本語の終助詞は後者にあたる (ibid: 254)。 
ジンガン (2010) はハルハ・モンゴル語のモダリティに関する包括的研究である。その中 
で終助詞についてもモンゴル語のモダリティ的な意味を担うものであるとして扱っている。 
これによると、ジンガン (2010) 以前にモンゴル語の終助詞的な要素について明確な定義を 
行った先行研究は無さそうである。こうした先行研究を概観したうえでジンガン  (2010: 
239) はモンゴル語の終助詞を次のように定義する。 
 

























 対事的 対事的かつ対人的 対人的 





















図 4-1: 「終助詞」の機能段階 (ジンガン 2010: 240. 図 13 より) 
 
 ジンガン (2010) が結論付けるモンゴル語の終助詞の承接関係は、述語に近い (図中左に

















みな連体修飾節の述語になる用法 (モンゴル語では形動詞接辞が担う) をも持っている (=
連体形と同形である)(4-44) が、モンゴル語でこれらは一部において区別される(4-45)。 
 
(4-44) 日本語 ([ ] は屈折形式であることを表す)  
ku[-ru]=yo        /  ku[-ru]      hito  






(4-45) モンゴル語  
*ire-x=šüü        /  ire-x       xün  
to.come-PTCP.FUT=SFP   to.come-PTCP.FUT  person  
「来る人」 
 
モンゴル語の -x による形動詞未来形は日本語の連体形に似るものだが、文を終止させる 
用法は持たない。言い換えると統語上、主文の述語として要求されない形式である。この




    a.  ire-x=yum.            /  *ir-ne=yum.  
to.come- PTCP.FUT =YUM 来るものだ   to.come-NPST=YUM  
b.  ir-ne.               /  *ire-x.  
to.come-NPST 来る           to.come-PTCP.FUT  
 
即ち、モンゴル語の =yum は「形動詞」 (PTCP) の後にのみ後続し「定動詞」(ここでは 
NPST) に後続しない (4-46a)。他方で形動詞未来形の接辞 -x は主文の動詞述語としては基
本的に用いることができない (4-46b)。このことは =yum と「形動詞」の緊密性を示すとと
もに、主文の述語としては ire-x ではなく =yum あるいは ire-x=yum 全体が担っているこ





 対事的 対事的かつ対人的 対人的 













述語形式 A) 名詞述語 B) 名詞か「形動詞」述語 C) 名詞か「定動詞」述語 
図 4-2: ジンガン (2010) の終助詞を三つに再分割 (網掛け部に改編無し、太字部を改編) 
 
 つまり例 4-46 における =yum のように、基本的に形動詞形の後ろに置かれるものを一
つのグループにまとめる (図 4-2, B。ただし例外も多い) ことで、「説明叙述」の類がみな




う B と C の間の隔たりに、これらの文末の要素の役割の違いが現われると見ることがで









の形式に変更を加えることなく「文」や節が成り立つことを意味する。4-46 で =yum は削
除すると節を成さなくなるので、ここでは終助詞と見なさない。=yum を付しても削除して
も「文」や節が成り立つ -sAn, -dAg -AA といった動詞接辞もモンゴル語には存在するが、
ここでは -x を含めた「形動詞」接辞を一つのものと捉え、-x の場合に =yum が現れ、対
応する -nA のときに現れないことをもって説明する。 
名詞類や動詞のような屈折をしない要素が、節を成す述語形式の後ろに現われるという
点で、この定義は風間 (1992) とジンガン (2010) の定義を内包するものである。さらにジ
ンガン (2010) は「終助詞」が「ほかの要素の後続なしに単独で文を終了させる」としてい
るが、本論文では終助詞を従える述語の形式が「ほかの要素の後続なしに単独で文を終了
させる」＝「言い切りの形」であり、「無ければ文が成立しない」図 4-2 の B のような




次項からは定義 4-47 に則り、ダグール語の終助詞を分析する。恩和巴图 (编著) (1988: 












(4-48) 恩和巴图 (编著) (1988) の「語気詞」 
1. 疑問語気詞 yee 
2. 肯定語気詞 dee, yum, ǰak, mookie, šindee, AA 
3. 否定語気詞 ul, es, buu, bišen, udien, uwei 
4. 醒悟語気詞 kee 
5. 推量語気詞 woo, kaw(oo), b(e)iǰ(ee), baa 
6. 強調語気詞 l, kee, kunu, mak, mati 
7. 譲歩語気詞 č, čii, čig, yeeš, yAA(č) 
8. 猜測語気詞 aǰ 
9. 祈使語気詞 ken’, kenee 
10. 呼喚語気詞 AA 
 
語気詞とは、いわゆる不変化詞 (名詞類でも動詞でもないその他の語類) を意味で分類し 





恩和巴图 (编著) (1988: 432) 筆者訳 
 
この説明の後半はいわゆる不変化詞一般に共通する特徴である。「主に文末」とされる
が、3. 否定語気詞 ul, es, buu、6. 強調語気詞、7. 譲歩語気詞は文末に現われるものでない (=
「単独で文を終了させる」ことはできない) ため、本論文で扱う終助詞には含まれない。 
残る語気詞は文末に現われ終助詞的な振る舞いをするが、ここで問題となるのが 4-47 
の要件を満たしているか否かである。例えば 3. に属する bišen, udien, uwei は、3.4. 否定 
で扱った要素であるが、人魚構文などにおいて補助的に現れる要素であり、本項では扱わ
ない。 
次項以降はまず 4.1.2.2. で形式名詞由来の要素グループ (yum, ǰak, mookie)、4.1.2.3. で疑
問に係る要素グループ (=yee など) について検討する。次いでその他のグループ「妥当化」
の =dee について 4.1.2.4. で、推量に係るグループ (=kaw(oo)~ =woo ~ aalwoo, =b(e)iǰ(ee)~ 













mookie (< yum+AA+kee か) は名詞修飾可能な形動詞形 -gu, -sen の後ろにのみ現われる 
(4-49, 4-50)。  
 
(4-49) in hiiǰ šadgu yum dee, tendee panšin aaǰaabei. 
in  hii-ǰ    šad-gu    yum=dee  tendee panšin aa-ǰ+aa-bei 
3SG to.do-SIM  to.be.able-FUT thing=SFP so   relief to.be-SIM+to.be-NPST 
「彼はできるんだよね。だから安心している。」恩和巴图 (编著) (1988: 434) 
(4-50) en’ huu tend aaǰaagu mookie! 
en’   huu    tend   aa-ǰ+aa-gu        mookie 
this  person   there  to.be-SIM+to.be-FUT  thing 
「この人はやっぱりそこにいたのか」(恩和巴图 (编著) 1988: 435) 
 
ǰak は日本語「もの」の意味に対応する形式名詞と同形で、「用法は yum とほぼ同じだ
が疑問詞疑問文には用いられない」 (恩和巴图 (编著) 1988: 435) という。恩和巴图 (编著) 
(1988) が挙げる例では -bei や希求の動詞接辞に後続する例は無く、いずれも名詞述語や 
-gu, -sen に後続するものであり (4-51)、ǰak そのものが格接辞を伴う例まで挙げられている 
(「屈折しない」 とする恩和巴图 (编著) (1988) の説明に反する)(4-52)。  
  
(4-51) elgud huuyii usugui ul sonsgu ǰak. 
el-gu-d        huu-yii    usugu-ii  ul    sons-gu     ǰak 
to.say-FUT-DAT  person-GA  word-GA NEG  to.hear-FUT  thing 
「言っても人の話を聞かないんだ」(恩和巴图 (编著) 1988: 435)  
(4-52)  weeree ireer aagu ǰakii her hiibei? 
weer-ee   ir-eer       aa-gu     ǰak-ii     her   hii-bei 
self-REFL to.come-ANT  to.be-FUT   thing-GA  how  to.do-NPST  
「自分で来ているのを、どうするか」(彼は勝手に来てしまうのに、どうしたら良い
んだ)  (恩和巴图 (编著) 1988: 435)  
 
従って 4-47 の基準に照らせば、4-49 ~ 4-52 に見る yum, mookie, ǰak は終助詞ではない。
しかし次のような例も見いだせる。恩和巴图 (编著) (1988) は yum の変化した形式として 
yumoo, moo  (< yum+AA) もあるとするが、これが -bei とともに用いられている。  
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(4-53) ekee, šii hertgaan enne sawǰabš moo. 
ekee,  šii  hertgaan enne  saw-ǰ+a-b=š       moo 
sister 2SG why   here  to.sit-SIM+to.be-NPST=2SG thing 
「姉さん、どうしてここに座っているの？」 (恩和巴图 (编著) 1988: 434) 
  
 この形式は恩和巴图 (编著) (1988: 434) に 1 例だけ挙げられたものだが、疑問詞疑問文限 
定で用いられるという。ここで考えられるのは疑問を表すマーカーとして文法化が進むと 




図 4-2 では、モンゴル語における極性疑問を標示する要素 =uu (/ =üü) が終助詞ではなく、 
より名詞的な性質を保持したものであると考えた。他方、これに意味機能の対応するダグ 
ール語の形式 =yee は次の例 4-54 に見るように -bei の後ろに用いられ、-gu の 後ろに用
いられることはないことから、終助詞であると言える。   
 
(4-54) šii niaken usugu šadbeiš yee? 
šii  niaken   usugu  šad-bei=š=yee 
2SG Mandarin  word to.be.able-NPST=2SG=Q 








(4-55)  疑問マーカーと述語人称の承接  
動詞=疑問マーカー=述語人称 (中世モンゴル語など) 
             ↳疑問マーカーは終助詞化の程度が低く、名詞類的である  
動詞=述語人称=疑問マーカー (ダグール語) 






先に 4-53 でみた =moo も疑問詞疑問のマーカーとして文法化が進み、終助詞的になっ
たものと考えられる。類例が塩谷 (1990) で疑問詞疑問を標示する imee として挙げられて




(4-56)  ter yuguu eimertii čangelǰaagu imee? terii wačriini medweiš yee? 
ter  yuguu eimer-tii    čangel-ǰ+aa-gu        imee  ter-ii   wačer-ii-ini     
that why  such-PROP  to.be.tired-SIM+to.be-FUT  thing  that-GA reason-GA-3SG  
    med-wei=š=yee 
to.know-NPST=2SG=Q  
「彼はどうしてこんなに疲れているんだ。理由を知っているか？」(塩谷 1990: 93)  
 
4.1.3.4. 「妥当化」の =dee  
=dee は恩和巴图 (编著) (1988) で肯定語気詞と呼ばれているもので、ここではジンガン
(2010)に倣い「妥当化」 の機能があると見る。「妥当化」とは、この形式 =dee に類似す
るモンゴル語の daa に付されたラベルで、「話し手が一方的に伝える内容、あるいは聞き
手への働きかけには何らかの正当な理由があるということを聞き手に認識させる」(ジンガ
ン 2010: 278) ものである。 
ダグール語の =dee は意志や命令など希求の定動詞接辞の後ろや (4-57)(4-58)、述語人称
の後ろにも (4-59) 現われる。  
  
(4-57) ter en’ ewee tend tikeesee nogue šamd ukyaa dee. 
ter  en’  ewee    tend   tikeesee  nogu-ee   šamd     uk-yaa=dee 
that this  mother  there  so      dog-REFL  2SG.DAT   to.give-VOL=SFP 
「そこでこのおばあちゃんは、それならうちの犬をあげようね (と言った)」 
(山田 2011) 
(4-58) šii ǰalgaa usgulǰ dee! 
šii  ǰalg-aa        usgulǰ-ø=dee  
2SG to.continue-ANTII  to.speak-IMP=SFP      
「続けて話せよ」(恩和巴图 (编著) 1988: 433)  
(4-59) ul uǰiičieč huu her ičsenš dee? 
ul    uǰiičieč   huu   her   ič-sen=š=dee  
NEG  onlooker  person why  to.go-PERF=2SG=SFP 




ダグール語の =dee は他の終助詞とも組み合わせて使用され、恩和巴图 (编著) (1988) が
挙げるものだけでも =yee=dee, =yum=dee, =kee=dee, =kaw=dee, =biǰ=dee, =aǰ=dee といった 
組み合わせの後ろ側として現れる。同じ肯定語気詞には šindee という形式が挙げられてい
るが、これも=dee から成ったものであろう。図 4-1, 4-2 でも見たようにモンゴル語の daa 
が一番外側に位置する (つまり述語から遠い、最後尾に接続する) のと同様に、ダグール語
の =dee も承接の末尾の終助詞であるようだ。次の例 4-60 の =iiy=dee は =yee=dee の変
化した形で、疑問マーカーの =yee を含むが、文全体では疑問というより反語として用いら
れるものであるという (恩和巴图 (编著) 1988: 433)。  
  
(4-60) ul irensel iiydee. 
ul    ir-n=sel=iiy=dee  
NEG  to.come-NPSTII=3PL=Q=SFP  
「彼らはきっと来る」(恩和巴图 (编著) 1988: 433)  
  
このように -bei などに後続しうる終助詞や動詞の希求形の後ろに付されることから、
=dee は終助詞であり =gu の後ろには付かず =bei の後ろに付くことが期待される。しかし
実際には、4.1.1.3. で見たように -gu に後続する例が見られる (4-5 再掲, 4-6 再掲, 4-61)。
これはモンゴル語の daa と異なる現れである。 
 
(4-5 再掲) en’ bait gaigerdegu dee!  
   en’  bait  gaigerd-gu=dee 
   this  event to.be.surprising-FUT=SFP 
「これはおかしいだろう！」(恩和巴图 (编著) 1988: 433) 
(4-6 再掲)  bii kewgel tewgel asoogud aagaasaa yuguu tueerigu dee! 
bii  kewgel  terwel asoo-gu-d    aa-gaas-aa     yuguu  tueeri-gu=dee 
   1SG if    way  to.ask-FUT-DAT to.be-COND-REFL why   to.get.lost-FUT=SFP 
   「私がもし道を尋ねていたら、どうして迷うことがあっただろうか」(塩谷 1990: 85) 
(4-61)  ter keekeeyii usiini hoo ter noguiyiini wailhen aaǰaagu dee. 
ter  keekee-yii us-ini   hoo ter  nogu-ii-yiini  wailhen aa-ǰ+aa-gu=dee  
that cat-GA    hair-3SG  all  that dog-GA-3SG  near    to.be-SIM+to.be-FUT=SFP 
「その猫の毛が犬の近くにあったのだ」(山田 2011) 
 
これは非過去 -bei の後ろに =dee が現われ得ないことを示すものではない。次の例 4-62, 





(4-62) haluun uder bolbei kawdee. 
haluun  uder  bol-bei=kaw=dee 
hot     day  to.become-NPST=SFP=SFP  
「暑い日になるだろうね」(恩和巴图 (编著) 1988: 442)  
(4-63) ǰee, ekee, uǰ kekuee, kekušeni edee yookie saiken amarǰii wantǰaabei dee. 
   ǰee  ekee  uǰ-ø    keku-ee   keku-šeni  edee  yookie  saiken  amar-ǰii 




ょう」(恩和巴图等 (编) 1988: 302) 
(4-64) ter mak mori dee! 
   ter=mak   mori=dee 
 that=EMP  horse=SFP 
「それでこそ馬だ！」(恩和巴图等 (编) 1988: 305) 
 
4.1.3.5. 推量に係る要素 
恩和巴图 (编著) (1988) は推量語気詞として =kaw(oo)~=woo~aalwoo, =b(e)iǰ(ee)~=ǰ(ee), 
=baa、猜測語気詞として =aǰ を挙げている。推量語気詞は「だろう」のような意味を表す
もので、次の例 4-65 では =kawoo を =baa に置き換えることもできるという。猜測語気
詞について塩谷 (1991: 70) は「自問」と呼び、ハイラル・ダグール語につき =aǰ に当たる
終助詞として =aaǰ という形式を取り上げている (4-66)。  
    
(4-65) in gonsuood yaariibei, moroosoo irǰ ul šaden kawoo. 
in  gonsuoo-d yaarii-bei,    moroosoo  ir-ǰ      ul  šad-n=kawoo 
3SG job-DAT  to.be.busy-NPST maybe   to.come-SIM NEG to.be.able-NPSTII=SFP  
「彼は仕事が忙しいからたぶん来られないだろう」 
(4-66) buni uder yawwei aaǰ yee? 
buni    uder  yaw-wei=aaǰ=yee 
tomorrow day  to.go-NPST=SFP=Q 
「明日行くだろうか？」(塩谷 1990) 
 
これらのうち、=aalwoo, =aǰ~=aaǰ は名詞述語や -gu に後続する例 4-67, 4-68 も見られる。
ただ、これらは存在動詞 aa_ に由来する形式であり、そのコピュラ的な用法の名残として
-gu に後続するものと思われる。この点で、これらは文法化の途上にあると言いうるだろう。
なお、b(e)iǰ(ee) が形動詞形の後ろに用いられる例は得られていない。  
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(4-67) higkeelii hiisen aas sain aalwoo. 
higkeelii    hii-sen=aas      sain=aalwoo 
little.bigger  to.do-PERF=COND  good=SFP 
「大きめに作ったら良いだろう」(恩和巴图 (编著) 1988: 442)  
(4-68)  buni tenger yamer bolgu aaǰdee? 
buni      tenger  yamer bol-gu=aaǰ=dee  
tomorrow  sky    how   to.become-FUT=SFP=SFP 
「明日は天気どうなるだろうか」(塩谷 1990: 65)  
  
問題となるのは、これらの形式 (=baa を除く、=kaw, =b(e)iǰ, =aǰ) が動詞述語と述語人称 
の間に現われる例が見られることである (4-69, 4-70, 4-71)。  
 
(4-69) taa hoir tašierǰaabei kawtaa. 
taa   hoir  tašier-ǰ+aa-bei=kaw=taa 
2PL  two  to.mistake-SIM+to.be-NPST=SFP=2PL  
「君らは間違っているんだろう」(恩和巴图 (编著) 1988: 442)  
(4-70) bii mange biǰbi. 
bii   mange=biǰ=bi 
1SG  great=SFP=1SG  
「私は強いだろう」(恩和巴图 (编著) 1988: 443)  
(4-71) badi hiiǰ šadbeič aǰdaa yee? 
badi     hii-ǰ      šad-bei=č=aǰ=daa=yee 
1PL.INCL  to.do-SIM  to.be.able-NPST=also=SFP=1PL.INCL=Q  







4.1.3.6. その他の要素  
恩和巴图 (编著) (1988) の挙げる語気詞のうち、残るは醒悟語気詞、祈使語気詞である。
醒悟語気詞とは気づきや驚きを表すもので、=k(ee) ( =dee が続くと母音が落ちるという) が
該当する。=kee は述語人称よりも後ろに現れる (4-72)。祈使語気詞は主に希求の定動詞接
辞の後ろに用い、命令などの語調を和らげる =ken’, =kenee がある (4-42 再掲)。 例 4-73 の
=kee は気づきや驚きというよりは、=ken’, =kenee の用法に似る。 
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(4-72) uǰigud bii en’ ahuurii emsgudmeni ul barten kee. 
uǰi-gu-d     bii  en’  ahuur-ii  ems-gu-d-meni    ul  bart-n=kee 
to.see-FUT-DAT 1SG this pants-GA to.wear-FUT-DAT-1SG NEG to.fit-NPSTII=SFP 
   「見たところ私がこのズボンを履いても合わないよ」(塩谷 1990: 80) 
(4-42 再掲) bii nee šadguwemee, šii irǰ nee kenee. 
bii   nee-ø (<-ǰ)   šad-gu+we=mee     šii   ir-ǰ      nee-ø=kenee 
1SG  to.open-SIM  to.be.able-FUT+NEG=1SG 2SG  to.come-SIM  to.open-IMP=SFP 
「私は開けられないんだ、ちょっと開けてくれないか」H 
(4-73) nek dal badaa idyaa kee! 
nek dal     badaa  id-yaa=kee 
one buckwheat meal to.eat-VOL=SFP 
「ひとつお蕎麦でも食べましょうよ」(恩和巴图 (编著) 1988: 441) 
  
ところで =kee には同音異義の不変化詞 (「強調」を表す小辞) があり、恩和巴图（编著） 
(1988) の言う強調語気詞に当たるものである (例 4-74 の =wel の類、下線部)。次の例 4-74 
では =kee が述語人称 (=sel {=3PL}) に先行するように見えるが、終助詞ではない。これら
の =kee, =wel があることで、4-74 は終助詞 =biǰ や =dee が無ければ成り立たない文にな
っているところが終助詞と異なる点である。 
 
(4-74) ted irbei kee wel biǰseldee. 
ted    ir-bei=kee=wel=biǰ=sel=dee  
those  to.come-NPST=EMP=EMP=SFP=PL=SFP  
「彼らはきっと来るだろうな」(恩和巴图 (编著) 1988: 443)  
  
この他に塩谷 (1991: 75) では =guee という「婉曲的否定疑問」の形式を挙げている 
(4-75)。これは否定疑問の形式で、婉曲的に誘いかける働きがあるものと思われる。  
  
(4-75) yawweiš guee? 
yaw-wei=š=guee 
to.go-NPST=2SG=SFP  
「行かないのですか」(塩谷 1990: 75)  
 
4.1.3.7. AA について 
母音調和による異形態を持つ AA という形式が、恩和巴图 (编著) (1988) では肯定語気




詞は用いない」(恩和巴图 (编著) 1988: 448) とされる。 
塩谷 (1990) がまとめるハイラル・ダグール語の例を観察すると、n 以外の子音で終わる
文では全て AA が現われている (4-76)。そこで筆者はこれを「文末 (文の切れ目) を示す
音調や抑揚などと並び立つ要素」であると考え、本質的に恩和巴图 (编著) (1988) が扱う 
AA と同一のものであると見る。その出現の有無は、文末の音環境 (長母音や二重母音およ
び n の後ろでは現れない) ばかりでなく、当該の文の調子 (イントネーション) や地域差
個人差などによっても条件付けられると思われる。4-47 の定義「それ自体は文の成立に関
与しない」を考えると、文の切れ目を示し文の成立に関与するものであるという点で終助
詞とは見なさない。なおチチハル・ダグール語では文末位置の n 音が一律脱落し、AA と
して実現する (4-77)。例では実現形の該当箇所に下線を引く。 
 
(4-76) en’ saren baǰir ee. namd nek aruun saren ul ukenš yee? 
en’ saren   baǰir   namd    nek  aruun  saren   ul    uk-n=ši=yee 
this  umbrella darty  1SG.DAT  one  clean  umbrella NEG  to.give-NPSTII=2SG=Q 
「この傘は汚いので、きれいな傘をくださいませんか」(塩谷 1990: 64)  
(4-77)  in yuguu ul ir ee. 
in    yuguu ul    ir-ø(<-n)         
3SG  why   NEG  to.come-NPSTII     
「彼は何故来ないんだ」H         
 







風間 (1992) はエスキモー語を例にとって「動詞複合体を閉じる屈折形式が人称の範疇を 






のであることを示すために < > を付してある。 
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☚述語主要部に近い            述語主要部から遠い☛ 

















図 4-3: ダグール語の終助詞の承接関係 
  



















 例えば次の 例 4-78 では、文末の kert-bei「横になる」が主節の述語であり非過去時制で
あること、三人称主語であることが示されている。これに対し、čangel-ǰ haǰir-aas-aa「疲れ




(4-78) kaldeg huu čangelǰ haǰiraasaa ǰilǰmaayii kamgii bilaadwuini sonsǰie kertbei. 
kaldeg huu  čangel-ǰ     haǰir-aas-aa       ǰilǰmaa-yii   kamgii 
poor  person to.be.tired-SIM  to.get.back-COND-REFL  swallow-GA  kinds 
bilaad-gu-ini    sons-ǰie      kert-bei 
  to.tweet-FUT-3SG  to.listen.to-SIMIII to.lie-NPST 
「貧しい人は疲れて帰ってきたら、燕がいろいろ鳴くのを聞きながら横になる」 
(恩和巴图 (编著) 1988:104) 
 













表 2-1: 終助詞を付すことができる動詞接辞 (再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 
-yaa(,-yaat) 意志 -VOL 〇    
-ø 命令 -IMP 〇    
-tu 複数命令 -IMP.PL 〇    
-tgei 許可 -PERM 〇 △   
-bei 非過去 -NPST 〇 〇   
-n 非過去 II -NPSTII 〇 〇   
-lAA, -lii 過去 -PST 〇 〇   






表 2-2: 所属人称接辞を付すことができる動詞接辞 (再掲) 
動詞接辞 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称接辞 格接辞 







△  〇  
-AAs 仮定 -COND   〇  
-tel 限界 -TERM   〇  




立刻 -IMD   〇  
 










表 2-3: 何も付すことができない動詞接辞 (再掲) 
 意味 グロス 終助詞 述語人称 所属人称 格接辞 
-ǰ 並列 -SIM     
-ǰii 完成 -SIMII     
-ǰie 並行 -SIMIII     
-AAr 先行 -ANT     
-AA 先行 -ANTII     
-n 随伴 -ASS     
-rsAAr 継続 -PROG △ △   
-yieš 譲歩 -CONC     
 
 複数の節などの単位の間の関係を考える場合、それぞれの述語が成す節などの単位の独
立性や依存性を見ることになる。こうした節連結の類型については、 RRG (Role and 




定できる (大堀 2015)。内核の連結とは本論文においては 3.1.2. 補助動詞構造で扱ったよう












(3-26 再掲)  henii čii irgui tall buu neeǰukutuu! 
   hen-ii=čii     ir-gu-ii      tall    buu  nee-ǰ+uku-tu 
who-GA= ever  to.come-FUT-GA  although  PROH  to.open-SIM+to.give-IMP.PL 





(3-93 再掲) bii kerwel šamii tulkuur uweišni medegud aagaasaa eudee ul golǰigu aasenbie.    
   bii  kerwel šamii  tulkuur  uwei-ii-šeni    med-gu-d    
1SG  if   2SG.ACC key   NEG.EXIS-GA-2SG to.know-FUT-DAT 
  aa-gaas-aa     eud-ee   ul   golǰ-gu    aa-sen=bie 
  to.be-COND-REFL  door-REFL NEG  to.lock-FUT  to.be-PERF=1SG 
   「もしあなたに鍵が無いと知っていたら、ドアを閉めないでおいたのに」 
(塩谷 1990: 85) 
(4-79) baitaa iškieǰ baraa taliešni badi nekend beeǰend ičyaa.  
bait-aa    iškie-ǰ      bar-aa     tali-ees-šeni    badi  
work-REFL  to.deal.with-SIM  to.finish-ANTII to.put-COND-2SG  1PL.INCL 
nekend  beeǰen-d  ič-yaa 
  together PN-DAT to.go-VOL 
「仕事が終わったら一緒に北京に行こう」(恩和巴图 (编著) 1988:366) 
 
また接続の依存関係についても、従来は等位接続か従位接続かで捉えられてきた節連結
に、節連続などを含む連位関係を加え 3 つの類型に分類する (大堀 2015)。それぞれの節な
どの要素に構造上の依存性がなく独立性が高い等位接続は、ダグール語においてそのまま
並列するか、接続詞のような語を用いることで表現される。モンゴル語族の言語では一般
に独立した語類として接続詞を立てないが、代動詞 (ダグール語では ei_「こうする」, tii_



















表 4-5: ダグール語の節連結 
 等位 従位 連位 
内核 主節 -gu, -sen による補文節 -n / -ǰ / -AAr / -rsAAr 
中核 主節 -gu-AAr 
形動詞形 (-格) N 時間表現 
形動詞形 -ABL 時間表現 
-ǰ / -AAr / -n / -rsAAr 
-gAAnie  
節 主節 (接続詞) 形動詞形 tuald -AAs / 形動詞形 =aas 
-tgei=č / 形動詞形 aa-tgaič 
-tel, -guOOtOOr, -yieš 
-m / -mkii / -mklii. / -mlii 
 
 次項ではこの組み合わせをもとに等位、従位、連位の順に概観する。 






分析に有用なためである。ただし Janhunen (2012: 264) による4分類 (関係節 (Relativization), 
準体節 (Referative), 物語的連続 (Serialization), 引用 (Quotative)) のうち、引用動詞 el_「～






















の bat-bei, ol-bei は日本語では「狩って、得ても」と訳したが、-bei {-NPST} を主節を成す
述語として直訳するなれば「狩る、得る、」となるような連結である。 
 
(4-80) haan’ yawǰii batbei, olbei, gub ugin deudee saineini ukubei. 
haan’  yaw-ǰii    bat-bei     ol-bei    gub  ugin   
where to.go-SIMII  to.hunt-NPST  to.get-NPST all  girl 
deu-d-ee        sain-ini   uku-bei 
younger.sibling-DAT-REFL good-3SG  to.give-NPST 
「どこへ行って狩って、得ても、すべて妹に良いのをあげる」 
(恩和巴图等 (编) 1988: 305) 
 
 また同例では、bat-bei, ol-bei に続き uku-bei「与える」という述語が続いているが、これ
らは主語を共有する内核の連結であると言えよう。 
 節と節との連結では接続詞的な語が現れるが (4-81)、やはり必須ではない。 
 
(4-81)  ter maden sain banintii, tendee huu hoo duallebei.  
    ter   maden  sain  banin-tii     tendee  huu  hoo  dualle-bei 
  that  very   good character-PROP there  person every to.like-NPST 
「彼は性格がとてもいいので、みんなに好かれています」 
(恩和巴图 (编著) (1988: 431) 
 




(4-37 再掲)  bii šamaas hoiroor ag, deumeni namaas hoir nas deu. 
bii  šamaas  hoir-oor  ag,     deu-meni    namaas  hoir  nas     
   1SG 2SG.ABL two-INS big.brother little.brother-1SG 1SG.ABL two  years.old  
deu. 
little.brother 







担う。ダグール語では -gu, -sen がついた動詞形式がこれに当たる。次の 4-52 (再掲) は名
詞修飾節の例、4-78 (再掲) は補文節の例である。いずれも当該の節を [ ] で囲った (以下
同様、節内の述語に下線)。 
 
(4-52 再掲)  weeree ireer aagu ǰakii her hiibei? 
[weer-ee   ir-eer       aa-gu]     ǰak-ii     her   hii-bei 
self-REFL  to.come-ANT to.be-FUT   thing-GA  how  to.do-NPST  
「自分で来ているのを、どうするか」(彼は勝手に来てしまうのに、どうしたら良い
んだ)  (恩和巴图 (编著) 1988: 435)  
(4-78 再掲) kaldeg huu čangelǰ haǰiraasaa ǰilǰmaayii kamgii bilaadwuini sonsǰie kertbei. 
kaldeg huu  čangel-ǰ     haǰir-aas-aa       [ǰilǰmaa-yii  kamgii 
poor  person to.be.tired-SIM  to.get.back-COND-REFL  swallow-GA  kinds 
bilaad-gu]-ini   sons-ǰie     kert-bei 
  to.tweet-FUT-3SG  to.listen.to-SIMIII to.lie-NPST 
「貧しい人は疲れて帰ってきたら、燕がいろいろ鳴くのを聞きながら横になる」 




項が、節中に代名詞 (ter-ii {that-GA}「それ (=子供) を」) で残されている。これは新疆の
みに見られる特徴かもしれない。 
 
(4-82) bii terii teǰieǰ awsen kewkum. 
bii  ter-ii   teǰie-ǰ     aw-sen    kewku-m 
1SG that-GA to.bring.up-SIM to.take-PERF child-1SG 
「私が育てた子供」(Yu et al. 2010: 219) 
 
 -gu, -sen を取る形動詞形は名詞修飾節や補文節の述語になることができ、名詞接辞を付
すことが可能である。格接辞が付された補文節は、依存する節における必須項として機能
する (4-83) が、動詞接辞＋格接辞が新たな意味を表出することもある。例えば、-gu に与
位格 -d が付されると「～するとき／～したとき」の意味になり (3-1 再掲: 同主語, 4-84: 異




(4-83) buni yawguer tortsen.  
   [buni    yaw-gu]-eer   tort-sen 
   tomorrow to.go-FUT-INS  to.decide-PERF 
「明日行くことに決めた」(恩和巴图 (编著) 1988: 364) 
(3-1 再掲)  šii gargudaa saren barigaanie. 
šii [gar-gu]-d-aa     saren   bari-gaanie 
   2SG to.get.out-FUT-DAT-REFL umbrella   to.hold-FUT.IMP.2SG 
   「あなたは出るとき傘を持ちなさい」E 
(4-84) beeǰen kotond ičwudšeni, beleg šamdaa barinbi. 
[beeǰen  koton-d   ič-gu]-d-šeni    beleg  šamd-aa    
   PN   city-DAT  to.go-FUT-DAT-2SG  gift   2SG.DAT-REFL 
  bari-n=bi. 
  to.grasp-NPSTII=1SG 
   「あなたが北京へ来るとき、あなたに土産を用意しますよ」 
(恩和巴图等 (编) 1988: 245) 
(4-85) eriǰ olguoroo šamd ukuičgeenmeni.  
   [eri-ǰ      ol-gu]-oor-oo   šamd    ukuič-geen-meni 
   to.look.for-SIM to.get-FUT-AI-REFL 2SG.DAT  to.go.to.give-FUT.IMP-1SG 
「見つけたら届けに行くよ」(恩和巴图 (编著) 1988: 340) 
 
 このような構造では、3-1 (再掲) にみるように従属節内の主語が主格形のまま現れる。 
 この他、-gu, -sen が語を修飾する形で従位接続を成す例もある。例 4-86 では eren「時」




(4-86) huuyi hudelgu erendini, hulguee toguǰ garliibi. 
   [huu-yii   hudel-gu]   eren-d-ini    hulgu-ee  togu-ǰ     gar-lii=bi 
   person-GA to.move-FUT time-DAT-3SG  plow-REFL to.plow-SIM  to.go.out-PST=1SG 
「人が動くとき (春になると)、犁杖 (牛にひかせる耕具) で耕しに行く」 
(恩和巴图 (编著) 1988: 307) 
(3-38 再掲) neigen ǰornii buteeǰ bailgaagui tuald kučelbiiyaa!  
[neigen  ǰoren-ii    butee-ǰ     bailgaa-gu]-ii  tuald  kučelbii-yaa 
society  principle-GA to.construct-SIM to.build-FUT-GA for  to.effort-VOL 








どの要素の間の関係を示す節連結を、連位接続と呼ぶ。これは表 2-2, 2-3 で示した動詞接辞
が付された動詞形式が述部となる節がその典型である。これらの動詞接辞は一般に副動詞
接辞と呼ばれるもので、Janhunen (2012) がモンゴル語における副動詞接辞をその機能から 
cojunct と disjunct という 2 つに分類している。 
 ダグール語の動詞接辞のうち、同主語の節連結を表す cojunct serialization を担うものを表
4-6 に示す。表 2-3 (後ろに何も付かない動詞接辞) に含まれるものを多く含むが、異主語を
許す -yieš はこれに含まない。 
 
表 4-6: ダグール語における cojunct 
 意味 グロス 
-ǰ 並列 -SIM 
-ǰii 完成 -SIMII 
-ǰie 並行 -SIMIII 
-AAr 先行 -ANT 
-AA 先行 -ANTII 
-n 随伴 -ASS 





(4-87) kokiseltiiyaa mur ǰergčeǰ emeldee yebyaa. 
koki-sel-tii-yaa     mur    ǰergeč-ǰ      emel-dee   
   comrade-PL-COM-REFL shoulder  to.line.up-CVB.SIM front-DIR  
yeb-yaa. 
  to.advance-VOL 
   「同志たちと共に肩を並べて前進しよう」(恩和巴图 (编著) 1988: 359) 
 
 これに対し disjunct serialization とは異主語の節連結を成しうるもので、次の表 4-7 のよう
なものが含まれる。ここには表 2-2 (所属人称を付すことができる動詞接辞) から未来 -gu 




表 4-7: ダグール語における disjunct 







-AAs 仮定 -COND 
-tel 限界 -TERM 





-yieš 譲歩 -CONC 
 





続においてはコピュラを用い aa-gaas {COP + COND} あるいはその縮約形 =aas が用いられ
る。-AAs を用いるとテンスなどの操作子を用いることができないが、接続詞的に aa-gaas あ
るいは =aas を用いれば述部は -gu / -sen により相対時制を表すことが可能となる (4-88)。 
 
(4-88) a. en gaǰir naǰir bolgu aas čankendaa huar warbei. 
en   gaǰir  naǰir    bol-gu=aas       čankendaa  huar 
    this  place summer  to.become-FUT=COND  always   rain    
war-bei 
to.enter-NPST 
    「夏になれば、いつも雨が降る」(山田 2015b) 
   b. edee nakem eertkenčier boste aasaa saa aas aa. 
    edee  nakem  eertken-čier  bos-te=aas-aa       saa   aa-sen 
now  a.little  early-DEG  to.get.up-PERF=COND-REFL good to.be-PERF 
    「早めに起きていれば良かったな」(山田 2015b) 
 
-gAAnie, -tgaič, -sAAr は主節においても、また非主節においても用いることができる 
(4-89, 2-5 再掲)。-gAAnie は非主節において用いられるとき、二人称単数の意味はなく主節
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との同主語を表す (-gAAn に再帰接辞が付されたものとする見方がある (Tsumagari 2003)。
cf. 2.2.1.)。 
 
(4-89)  a. bii duaraa ǰargaanie ačersenbi. 
     bii  duaraa  ǰar-gaanie      ačer-sen=bi 
     1SG freely  to.use-IMP.FUT.2SG  to.bring-PERF=1SG 
     「私は好きに使おうと持ってきたんだ」(恩和巴图等 (编) 1988: 325) 
    b. ertken namei origaanie! 
     ertken namei    ori-gaanie 
     early 1SG.ACC   to.call-IMP.FUT.2SG 
     「早めに私を呼んでください」 (恩和巴图等 (编) 1988: 223) 
(2-5 再掲)  bas ter usgue hasoorsaartaa yee? 
bas  ter  usgu-ee   hasoo-rsaar=taa=yee 
also that word-REFL to.ask-PROG=2PL=Q 















詞形は未来 -gu によるものと完了 -sen によるものの 2 種類がある。 




  3.2.~3.4. では補助動詞構造やコピュラ、人魚構文など、ダグール語の述部を担う諸
要素について整理した。これらは多重に現れ、述語複合体を成す。人魚構文とは動
詞が -gu, -sen といった接辞を取り、名詞修飾をする形で動詞＋名詞類の複合体を成
すものである。 
  3.4. では述語複合体によってなされる否定表現について概観した。とくにダグール
語の動詞は非過去時制において 2 種類の否定表現があり、否定のスコープなどによ
り使い分けられていることを明らかにした。 
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1, 2, 3: 1st, 2nd, 3rd person  
ABL: ablative 奪格 
ACC: accusative 対格 
AI: ablative-instrumental 奪具格 
ANT: anterior 先行 
ASS: associative 連合 
COM: comitative 共同格 
CONC: concessive 譲歩 
COND: conditional 条件 
DAT: dative 与位格 
DEG: degree 程度格 
E: epenthesis 挿入音 
EMP: emphasis 強調 
EXCL: exclusive 除外 
EXIS: exist 存在 
FUT: future 未来 
GA: genitive-accusative 属対格 
GEN: genitive 属格 
IMD: immediate 即時 
IMP: imperative 命令 
IMPF: imperfective 不完了 
INCL: inclusive （1 人称複数）包括形 
IND: indicative 終止形 (日本語) 
INS: instrumental 具格 
INT: interjection 間投詞 
NEG: negative 否定 
NPST: non-past 非過去 
PERF: perfect 完了 
PERM: permission 許可 
PL: plural 複数 
PN: proper name 固有名詞 
PROG: progressive 継続 
PROH: prohibitive 禁止 
PROP: proprietive 所有 
PST: past 過去 
PTCP: participle 分詞 
Q: question 疑問 
RDP: reduplication 重複 
REFL: reflexive 再帰 
SFP: sentence-final particle 終助詞  
SG: singular 単数 
SIM: simultaneous 同時 
SUC: successive 随伴 
TERM: terminative 限界 
VOL: volitional 意志 
 
 
